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平成２６年第１回訓子府町議会定例会会議録 

 

 

○議事日程(第２日目) 

平成２６年３月７日（金曜日）       午前９時３０分開議 

 

第１２ 教育行政執行方針 
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第１４ 議案第 ８号 平成２６年度訓子府町国民健康保険特別会計予算について 

第１５ 議案第 ９号 平成２６年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算について 

第１６ 議案第１０号 平成２６年度訓子府町介護保険特別会計予算について 

第１７ 議案第１１号 平成２６年度訓子府町下水道事業特別会計予算について 

第１８ 議案第１２号 平成２６年度訓子府町水道事業会計予算について 

第１９ 議案第１３号 社会教育委員の定数及び任期等に関する条例の一部を改正する条 

           例の制定について 

第２０ 議案第１６号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について 

第２１ 議案第１７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 
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開議 午前 ９時３０分 

    ◎開議の宣告 

○議長（橋本憲治君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは定刻になりました。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出欠報告をいたします。本日は、全議員の出席であります。 

 なお、仁木選挙管理委員長から本日欠席する旨の報告がありました。仁木選挙管理委員

長については、本日から今定例会閉会までの欠席であります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりでございます。 

 

    ◎町政執行方針、教育行政執行方針、新年度予算関連議案、 

     各議案の提案理由の説明 

○議長（橋本憲治君） それでは、日程第１２、執行方針を継続いたします。 

 林教育長から教育行政執行方針がありますので、この際、発言を許します。 

 教育長。 

○教育長（林 秀貴君） 皆様おはようございます。 

 それでは、平成２６年第１回定例町議会の開会にあたりまして、訓子府町教育行政の執

行にかかわる主要な方針について申し上げ、町民の皆様並びに町議会議員のご理解とご協

力を賜りたいと存じます。 

 今日の社会は、少子高齢化、高度情報化、グローバル化が急速に進み、環境問題、地域・

経済格差の広がり、安心・安全の確保など社会環境のめまぐるしい変化により、あらゆる

価値観が多様化し、それとともに家庭のあり方や地域とのかかわり方などの人間関係のあ

り様も大きく変容しました。しかし、一方では未曾有の被害をもたらした東日本大震災か

ら人とのつながり「絆」の大切さが改めて認識されました。 

 このような時代にこそ教育は、社会の変化や新しい時代に対応できる人材を育成する基

盤であり、変わることがない未来への投資であります。 

 このような認識のもと、人々がともに支えあい、生きがいと誇りを持って暮らし、将来

を担う子どもたちが夢と希望をもって育つように家庭・地域とも連携を図りながら、より

良い教育環境づくりに努めてまいります。 

 教育行政執行方針の基本的な考え方について申し上げます。 

 訓子府町は子育て支援センター、保育園、幼稚園、小中学校がすべて町立ということか

ら、「学びの連続性」「支援の継続性」が構築されており、これらの特徴と強みを生かしな

がら、学校教育の振興を図ってまいります。 

 また、すべての町民が生涯にわたり、学習の成果を社会に生かすことを目指して、それ

ぞれのライフステージに応じた学びの場を提供するなど社会教育の充実に力を注いでまい

ります。 

 多様な教育関連施設の環境の充実とともに、学校教育・社会教育が連動してその役割を

果たし、「こころ豊かで生きがいあふれるまちづくり」を目指し、教育行政の推進に努めて

まいります。 

 主要施策の推進について、申し上げます。 
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 第１は、学校教育の充実についてであります。 

 学校教育においては、新学習指導要領の趣旨を十分に踏まえ、それぞれの学校が創意工

夫をし、特色ある教育活動を展開するとともに、「教育懇談会」の開催などを通じて学 

校、家庭、地域等が密接に連携し、学校現場だけではなく地域の力も活用して子どもたち

の教育力、人間力の構築に努力してまいります。 

 確かな学力の向上については、変化の激しい社会をたくましく生きていくためには、基

礎・基本的な知識や技能と、それらを活用できる力、いわゆる「確かな学力」を育むこと

が重要であります。 

 これまでの全国学力・学習状況調査において、依然として「基礎・基本の定着」「活用す

る力の育成」などの教育課題が明らかとなっており、「学校改善プラン」の着実な実施など

各学校における学力向上への取り組みを一層進めるとともに、引き続き教員の加配措置と

町単独の臨時講師を配置し、きめ細かな学習指導の充実などに努めます。さらに、家庭や

地域と連携した、基礎的生活習慣や学習習慣の確立に向けた取り組みを行い、確かな学力

の向上を目指します。あわせて、スクールサポーター制度を活用し「地域の力」を生かし

て子どもの心身の成長に努めます。 

 また、語学指導助手の配置による外国語の基礎的・実践的なコミュニケーション能力の

向上や、社会体験やボランティア活動など体験活動の充実、幼・小・中学校の連携強化を

進めてまいります。 

 豊かな人間性の構築については、児童生徒が、自他の生命や人権を尊重する心、思いや

りの心、規範意識や公徳心、自然を愛する心などを持ち合わせる「豊かな人間性の構築」

が大切となっております。 

 社会問題となっている「いじめや不登校」問題については、「どの学校にも起こり得るも

のである」という危機意識の下に、「決して許されない」という姿勢で関係者一人ひとりが

日頃からの見守りにより、早期発見、早期対応に努めるとともに、校内体制の充実に加え

て学校・家庭との連携を深めて相談体制の充実を図り、きめ細かな対応に努めてまいりま

す。 

 また、集団生活を通じて、基本的な生活習慣や社会の一員としての役割と責任などを身

に付けるため、発達段階に応じた道徳の時間の充実に努めます。 

 さらに、近年急速に普及が進んでいるスマートフォンなど情報通信機器の不適切な使用

が問題となっていることから、研修会やパンフレットを活用した指導の徹底を図ってまい

ります。 

 健康・体力づくりについては、子どもの健やかな成長のためには健康・体力は基本であ

り、学校・家庭・地域が力を合わせて取り組むべき課題であります。 

 このため、学校医などとの連携を図りながら、各種健康診断や日常の保健指導により健

康教育の充実を図るとともに、保護者・地域・関係団体と連携しながら、戸外遊びやスポ

ーツ少年団・部活動支援などを促進し、生涯にわたって運動に親しむ習慣づけなどに努め

ます。 

 また、むし歯予防対策として、学校歯科医・薬剤師と連携し、大きな効果が認められて

いるフッ化物洗口を、小学校に続き本年度から幼稚園での取り組みを進めてまいります。 

 学校の安全確保・危機管理については、東日本大震災を教訓に家庭や地域・関係機関な
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どと連携を図り、防犯教室・避難訓練の実施や危機管理体制の点検など、子どもたちが自

ら身を守る力を習得するため、防災教育の一層の推進に努めてまいります。また、子ども

たちが事故や事件に巻き込まれないように安全教育を進めるほか、登下校時の安全確保の

ために通学路の点検やパトロールなど地域ぐるみで子どもの安全を守る取り組みを進めて

まいります。 

 特別支援教育については、障がいや困り感のある子どもの教育的ニーズに応えるた 

め、個々の状況に応じた適切な教育と援助が必要なことから、特別支援教育の専門的知識

を有する教職員を継続して配置するとともに、幼稚園・保育園・小中学校に、特別支援教

育支援員を町予算で配置し、学校生活や学習へのサポートを行います。 

 また、子育て支援センター・幼保・小中学校や保健師との日常的な情報交換や定期的な

研修などにより、一貫した特別支援体制と関係機関との連携を一層進め、「特別な教育的支

援を必要とする子どもたち一人ひとりにとっての最善の支援」を第一に据えた取り組みを

進めてまいります。 

 就学援助については、経済的理由により就学困難な児童・生徒や特別支援学級に在籍す

る児童・生徒の保護者に対する学用品や給食費などの援助制度や、進学する学生への町独

自の奨学資金など制度活用の啓発に努めます。また、特別支援学校に就学している児童の

帰省費助成を中学生まで広げるとともに、特別支援学校への通学費助成を新たに実施する

など支援体制の充実を図ります。 

 教職員の資質向上につきましては、教育の成果は教職員の確かな専門性と豊かな識見な

ど教職員の力量に負うことが大きいことから、教職員としての資質・能力向上に努めるこ

とが重要です。このため、指導主事による学校教育指導や各種研修会、講座等への参加促

進により、教職員の資質向上を図ってまいります。 

 また、教職員の多忙化が増す中で気軽に相談できる体制づくりに努めるとともに、より

一層信頼される教職員を目指して倫理観や資質を高めるために教職員一人ひとりの意識の

高揚を図ってまいります。 

 小中学校教育の環境整備については、訓子府小学校では、一部教室で雨漏りがみられる

校舎低学年棟屋根の防水工事やスクールバンド楽器購入及び開校１００周年記念事業への

補助などのほか、多人数クラス対策として町単独で臨時講師２名、特別支援教育支援員１

名を配置して指導体制の充実を図ります。 

 居武士小学校においては、理科教材の充実や臨時講師兼特別支援教育支援員１名を町単

独で配置し、障がい児のサポートと、全学年複式学級の下、児童一人ひとりの指導を充実

させます。 

 訓子府中学校では、洗浄器付き便座の設置やパソコン教室の椅子更新、特別支援教室の

設備更新、部活動の補助などを行います。引き続き、町単独の臨時講師を配置し学力向上

に努めるとともに、特別支援クラス在籍生徒の増加に対応し、新たに特別支援教育支援員

１名を配置し、きめ細かな指導体制の充実を図ってまいります。 

 また、本年度は全小中学校でグラウンドの排水改善事業を実施するほか、引き続き、教

職員の研修事業、生徒指導推進に対し交付金を計上し、校外活動や研修機会の充実に努め

るなど、子どもたちにとって快適に学ぶことができる教育環境を整備し、安全で安心な学

校づくりに推進してまいります。 
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 学校関連施設について申し上げます。 

 学校給食センターでの取り組みについては、食に対する正しい知識と食習慣を育むた 

め、地元食材を生かし栄養バランスの取れた給食の提供に努めるとともに、アレルギー対

策に配慮して衛生管理の徹底を図り、安全で安心な給食の提供をしてまいります。ま 

た、不測の事態に備え、本年度から主食を備蓄し、年１回、防災の日に備蓄食材を給食と

して提供、更新し、あわせて災害への備え、食の大切さなどを学ぶ防災教育を実施いたし

ます。 

 児童センター「ゆめゆめ館」の活用については、昨年４月に開設した児童センター 

は、全児童が自由に利用できる場として、また、留守家庭となる児童の生活の場とし 

て、多くの子どもたちに利用されていますが、今後も社会教育事業で実施している「竹の

子クラブ」などと一層連携し、異年齢集団での生活を通じた社会性・自主性・協調性の獲

得など、子どもたちの健全な育成に努めてまいります。 

 また、子どもたちが安全で快適に利用いただけるよう施設の維持管理に努めるほか、子

ども一人ひとりを尊重し、子どもたちが安心して活動し、過ごすことができる居場所とし

て、施設の充実を図ってまいります。 

 訓子府高等学校に対する支援につきましては、地元を支える人材育成の観点や北見地域

におけるその役割から、町を挙げて訓子府高等学校の振興に努めており、高校として 

も、生徒の早期進路決定の達成や特色ある学校づくりに取り組んでおりますが、近年の少

子化に伴い、道内各地で高校が廃校となるなど、高校配置計画の見直しが危惧されており

ます。 

 このため、教育委員会としては町と連携して魅力ある高校づくりのために「通学支援」「入

学準備支援」「進路指導等強化」などの各種支援に加え、「就職に要する資格取得講習経費

への補助」、「修学旅行経費の助成」など新たな支援策を講じるとともに、引き続きＰＴＡ

や関係機関などと連携を図りながら、高校存続に向けた取り組みを進めてまいります。 

 第２は、幼児教育における取り組みについてであります。 

 幼児期は、「生活習慣」「学びに向かう力」「文字・数・思考」など基礎となる力が育って

いく重要な時期であり、家庭や地域と連携を図りながら取り組みを進めていく必要があり

ます。 

 今後の幼児教育・保育や子育て支援を推進するために、昨年度「子ども・子育て会議」

を設置し、ニーズ調査を実施したところです。本年度は、その調査結果の内容を踏まえ保

護者などのさまざまな意見をいただきながら、本町の幼児教育・保育ニーズに沿った「訓

子府町子ども・子育て支援事業計画」を策定してまいります。 

 本町の特徴である一貫した幼児教育システムを生かし、教育の一体性を確保する取り組

みや福祉保健部門と連携を図りながら、より連続性のある幼児教育を進め、子どもたちの

健やかな成長に努めてまいります。 

 幼稚園では、教育の基礎が培われる時期であることから、年間指導計画に沿った幼児教

育の充実を図るとともに、保護者の就労形態の多様化に対応し、早期登園や延長保育に加

え、新たに春休み保育に取り組んでまいります。 

 特別な支援を必要とする園児に対しては、従前と同様に支援員を配置するとともに「個

別の教育支援計画」の作成・活用・円滑な引継ぎなど、支援体制の充実に努めます。 
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 フッ化物洗口は永久歯対策と言われており、歯の生えかわる４・５歳児からの実施が効

果的であることから、本年度から保護者の理解を得ながら実施してまいります。 

 幼児の生活は家庭、地域、そして幼稚園と連続的に営まれており、これら循環の中で幼

児の望ましい発達が図られていくよう、保育園、小・中高等学校、老人福祉施設など関連

施設との連携・交流を強化してまいります。 

 保育園については、少子化・核家族化の進行や就労形態などの多様化などにより子ども

たちを取り巻く環境は大きく変化しており、保育園は子育て支援機能として重要な役割を

担っております。このため本町では、保護者の就労形態や勤務体系などに配慮し、登園時

間や預かり時間を拡大するなど、ニーズに沿った保育環境の整備に努めております。 

 「豊かな体験を通し、乳幼児のすこやかな心身の発達を図り、生きる力の基礎を養う」

保育目標の下、子育てトークや園開放など子育て支援を推進するとともに、困り感のある

園児に対しては、保育補助員を重点的に配置し、子どもの心身の状況に応じて、職員間で

協力しながら保育を進めるなど、保育園運営の充実を図ってまいります。 

 また、今後、国の制度改正により保育体系の変更が予定されていることから、国の「安

心こども基金」からの助成により、入退園管理、保育料算定などに必要な「子ども子育て

支援システム」の構築を図ります。 

 幼保一体化施設については、本町の認可保育所と幼稚園は幼児教育・保育施設として運

営しておりますが、社会環境などの変化に伴い、集団活動や異年齢交流の場、発達段階に

応じた幼児教育や保育ニーズが多様化し、さらに既存施設の老朽化・狭隘
きょうあい

化
か

も進んでいる

ことから、本町にふさわしい子育て支援や幼児教育・保育施設として、幼保一体化施設で

ある「訓子府町こども園」の建設に向け、本年度は基本設計提案事業（プロポーザル方式）

を実施いたします。 

 建設にあたっては、保護者や子育て家庭など多くの皆様のさまざまなご意見をいただき

ながら、子どもと子育て家庭の視点に立ち、これまでの幼稚園・保育園で培われてきた良

さを生かしながら、就学前の一貫した幼児教育・保育体制づくりを進めてまいります。 

 子育て支援センターについては、未就園の子どもたちの交流の場であり、子育ての悩み

を相談できる場として定着している子育て支援センターでは、「ひだまり広場」や、「ミニ

講座」の開催、子育て講演会・座談会の実施などを通じ、引き続き「子育て支援の拠点」

としての役割を果たしてまいります。 

 発達の遅れが気になるお子さんに対しては、福祉保健課、幼稚園・保育園、専門機関と

も連携し発達相談を行うほか、専門機関の巡回支援を受けるなど、早期に発見し、早期に

療育ができるよう体制を充実いたします。 

 第３は、社会教育の推進についてであります。 

 誰もが自由に学び続けることができ、その成果を生かして社会の中で自己実現を図るこ

とができる生涯学習社会を実現するため、社会教育では、町民ニーズを的確にとらえ、広

く情報提供や学習相談などを実施し、世代に応じた豊かな学びを生涯にわたって実践でき

る環境づくりをすすめます。 

 また、学校・家庭・地域の連携や人と人とのつながりを強めるなど総合的な取り組みを

通して、町民と協働し、さらなる生涯学習による「まちづくり」を目指してまいります。 

 生涯教育については、町民一人ひとりが自主的・主体的に地域社会の構築に関わるとと
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もに、生涯にわたるさまざまな学習や文化・スポーツ活動の実現に向けた本町の社会教育

の進むべき方向性を定め、まちづくり・人づくりの原動力となる教育的活動のあり方や学

習のできる条件整備等を推進するために「社会教育中期計画」を策定してまいります。 

 また、生涯学習の多様化・高度化に対応するために、学校支援地域本部事業の「学校支

援コーディネーター」を拡充し「生涯学習アドバイザー」に名称を改め、教育相談体制の

充実を図るなど、学校・家庭・関係機関との連携を深めてまいります。 

 町民の学習活動や地域課題の解決のために、社会教育体制を充実し積極的に地域との関

わりを持ちながら町民一人ひとりのさまざまな学習への取り組みについて支援に努めてま

いります。 

 青少年教育については、小学校児童へのさまざまな体験活動を行う「竹の子クラブ」と

異年齢集団による放課後の活動拠点として居武士小学校区で実施している「みつばちクラ

ブ」への支援を継続してまいります。 

 「学校支援地域本部事業」については、今後とも地域の教育力を活用して学校への支援

活動を行い、教職員の負担を少しでも軽減しながら、子どもたちの心と体の成長を図りま

す。あわせて「親と子のための教育相談事業」を活用し、定期的に各学校を訪問しながら

さまざまな教育相談にも応じるなど、事業の充実に努めてまいります。 

 新たな取り組みとして、子どもたちの異年齢集団での体験学習を促進するために、学校・

家庭・地域が一体となって支援し社会性、自主性、協調性を伸ばし「生きる力」を育むこ

とを目的として「通学合宿事業」を実施してまいります。 

 青年の学習活動では、各青年団体や企業の青年など、異業種間の交流を通じて産業等の

発展につなげるための「産業後継者研修事業」を拡充するとともに、青年活動の場の確保

や大会派遣、各種研修会などを実施し、地域のリーダーとなる人材の育成に努めます。 

 成人教育については、多様化・高度化する学習ニーズに的確に対応するため、「公民館講

座」「はぐくみ講座」「男女共同参画講座」など社会教育事業の開催や団体、サークルなど

の育成支援として「わくわく地域づくり活動支援事業」の充実等を図り、多くの皆さんが

参加できるよう努めてまいります。 

 また、地域の生活課題等の解決学習を進めるための「くんねっぷ巡回講座」や町民共通

の課題、地域課題の解決に向け、町民の皆さんが主体的に考える場として「くんねっぷの

未来づくり大会」を本年度から新たに開催してまいります。 

 高齢者教育については、趣味や健康増進、知識と経験を生かした活動など、個々の能力

や適性に応じた社会参加を促し、生きがいづくりを目指す高齢者教育に努めてまいります。 

 また、高齢者の生きがいを高める学習活動の場として、多くの方々に参加をいただいて

いる「若がえり学級」につきましては、学習内容の充実を図り、楽しく学習できる環境づ

くりを進めてまいります。 

 芸術文化振興については、社会の急激な変化や価値観の多様化に伴い、暮らしの中にゆ

とりや潤いなど「心の豊かさ」を求める気運が高まりを見せています。このため、関係団

体と連携を図りながら、できるだけ多くの町民が芸術や文化に触れられる機会の提供や学

習の成果を発表する機会の充実を図るために、「音楽の広場」や「秋の文化祭」「ジュニア・

アート・フェスティバル」などの継続や、隔年で実施している「町民芸術劇場」を開催す

るとともに、団体・サークルの育成、支援に努めてまいります。 
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 また、歴史館を拠点として町民共有の財産である郷土の歴史・文化を保護・保全すると

ともに、本年度はくんねっぷ歴史館が開館して１０周年になることから、「訓子府町図書館

開館３０周年記念事業」とあわせて記念事業を実施してまいります。 

 公民館につきましては、団体や個人が気軽に芸術・文化そして日頃の学習活動を継続し

ていく拠点として、より意欲的で活発な活動ができるような支援体制の充実を図るととも

に、利用者懇談会などを開催してご意見を伺うなど、より親しまれ、気軽に立ち寄れる公

民館として今後とも努力してまいります。 

 施設整備の面では、利用者の安全を確保するために専門業者による舞台吊物等の設備点

検を実施してまいります。 

 昭和５９年に開館した図書館については３０年が経過し、老朽化、狭隘化
きょうあいか

により施設の

拡充が求められていることから、これまでに「新しい図書館のあるべき姿」などを検討し

てきたところです。 

 本年度は、将来の図書館整備に備えた敷地の確保に向けて、隣接する北海道電力株式会

社所有の土地の取得を行ってまいります。 

 図書館運営にあたっては、町民が来館しやすい環境に配慮するとともに、図書資料の充

実を図りながら、「本の宅配サービス」や「移動図書」を継続して実施いたします。ま 

た、幼児期から本に慣れ親しむため、ブックスタートとして「健やか絵本贈呈事業」の実

施や、絵本作家による「図書館講座」を開催します。 

 本年度は開館３０周年の節目となることから、「くんねっぷ歴史館開館１０周年」とあわ

せた各種記念事業を通じて、図書館利用のＰＲに努めるとともに、さらなる図書館活動の

充実と発展を目指しながら、今後も、より親しまれる施設として努力してまいります。 

 生涯スポーツについては、スポーツは、心身における健康の保持増進と、明るく豊かな

生活を送るためにも大きな役割を果たしています。 

 このため、健康・体力づくりのためのスポーツ教室や「オホーツク玉入れ選手権大会」「Ｋ

ＡＰＰＡマスターズ水泳大会」など各種スポーツ行事等を継続するほか、最近、愛好者が

減少しているパークゴルフ・テニス・ゲートボールのスポーツ教室を開催し、スポーツ人

口の底辺拡大と町民の健康に対する意識がさらに高まるよう努めてまいります。 

 また、各種団体等が実施する派遣研修事業や大会運営に対する助成など、きめ細かな支

援を継続してまいります。 

 地域力を学校の授業に生かす「地域スポーツ指導者派遣事業」を継続実施するととも 

に、各種スポーツ団体活動の促進や指導者の養成を積極的に進めてまいります。 

 健康づくりについては、中高生を対象としてトレーニング講座や高齢者を対象に無理な

くできるトレーニングの方法を紹介する「スポーツセミナー」などを開催するほか、福祉

保健部門との連携協力により老人クラブへ訪問し、体力づくり・健康増進のＰＲ活動を新

たに実施するなど、町民の健康増進に向けた各種事業を進めてまいります。 

 主要な体育施設については、建設後、かなりの年数が経過し、計画的な更新が必要な時

期となっており、各施設の維持管理を充実し快適なスポーツ空間を提供してまいります。 

 スポーツセンターにおいては、将来の大規模改修を見据えた耐震診断調査の実施とラン

ニングマシンの更新を、温水プールは公認プールのろ過機の取り替えと自動温度調整計の

更新を、野球場はスコアカウントの改修を、パークゴルフ場は芝の生育を促す目土事業を
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実施し、利用者に満足いただける環境づくりに配慮しながら、生涯を通じたスポーツ活動

の振興に努めてまいります。 

 以上、平成２６年度の教育行政に係る主要施策等について申し上げました。 

 子どもたちを取り巻く教育環境は、一層複雑化・多様化し、教育制度のあり方が問わ 

れ、大きな教育改革のうねりの中で、時代は大きな転換期にあり、家庭環境や社会情勢が

急激に変化しております。 

 教育委員会といたしましては、ふるさと訓子府町の未来を担う子どもたちの健やかな成

長と、自立・協働・創造を基調とした生涯学習社会の実現のため、学校・家庭・地域をは

じめ関係団体等とのさらなる連携を図りながら、教育行政を積極的に推進してまいります。 

 町民の皆様並びに町議会議員の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 以上をもって教育行政執行方針を終了いたします。 

 

    ◎議案第 ７号、議案第 ８号、議案第 ９号、議案第１０号、議案第１１号 

     議案第１２号 

○議長（橋本憲治君） この際、日程第１３、議案第７号、日程第１４、議案第８号、日

程第１５、議案第９号、日程第１６、議案第１０号、日程第１７、議案第１１号、日程第

１８、議案第１２号は、関連する議案なので、一括議題といたします。 

 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第７号 平成２６年度訓子府町一般会計予算についての提案理由の説明を求

めます。別冊でお配りしている予算書２ページからスタートでございます。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） それでは、議案第７号、別冊の予算書２ページになりますけれ

ど、平成２６年度訓子府町一般会計予算について、提案説明をさせていただきます。 

 この内容につきましては、事前に配布しております「平成２６年度各会計予算書」と「各

会計予算案の説明資料」の２冊によって、説明させていただきたいというふうに思ってい

ます。 

 なお、説明の中で、昨年度と表現するものにつきましては平成２５年度、そして本年度

と表現するものにつきましては平成２６年度を指しているということで、ご承知おきいた

だきたいというふうに思います。 

 また、昨年度同様、農地整備事業と土木費の一部で経済の好循環実現のための対策とい

うのがございまして、国の補正予算による繰越明許ということになりますので、確定が遅

れたこともありまして、今回の当初予算の中に入っておりますけれども、その部分につい

ては、都度、概略を説明していきますけれども、詳細につきましては、後日になりますけ

ども、追って提案させていただく追加補正の予算の中で説明させていただきますのでご理

解をお願いしたいというふうに思っております。 

 また、繰越明許に回った当初予算につきましては、改めて２６年度の補正予算等で、多

分６月になるかと思うんですけども、補正の中で予算を整理させていただきたいと思って

おりますので、あわせてご理解いただきたいというふうに思います。 

 それでは、まず、はじめに各会計予算案の説明資料をご覧いただきたいと思いますけど

も、まず１ページになりますけども、予算案の概要を１ページでは記載しております 
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が、まず、平成２６年度予算編成にあたりまして、国で示す地方財政対策では、一般財源

の大幅な増額が見込まれ、国では「経済財政運営と改革の基本方針」に基づきまして民需

主導の持続的成長をしようとしております。一般会計の基礎的財政収支の大幅改善による

歳出抑制を目指していることから、地方交付税は、なお予断を許さない状況にあるのが現

状だと思っております。 

 本町の歳入の約半分を占めます普通交付税については、新たに地域の元気創造事業が創

設されておりますけれども、単位費用の減や人口と面積を基本とした簡易的な算定を行う

包括算定経費の減もありまして、好転は見込めない状況にあります。 

 このような状況の中で、本年度の予算編成にあたりまして、財政健全化プランに基づく

予算見積もりを行い、「まちづくりと財政健全化を両立させ、行財政の均衡を図る」ことに

重点をおき予算編成をしたところでございます。 

 その結果、本年度の一般会計の予算総額は４１億５，４７０万円、対前年比でいきます

と当初予算で７．９％の増となっておりますけれども、コストと財源を意識しながらも本

年度から各種施設整備や農業基盤整備の投資的事業が実質的にスタートすることに鑑
かんが

みま

して予算総額で伸びているというものでございます。 

 その款ごとの予算額と伸び率につきましては、５ページになりますけれども、下の表の

２．一般会計歳出目的別内訳の対前年比較で、増減の要因の主なものを説明させていただ

きますけれども、２款の総務費では、町内会連協活動費補助、新規の元気なまちづくり貢

献企業等応援補助金、それと町有住宅解体の増はありますけれども、昨年度、電算システ

ム機器更新や庁舎のご存じのように冷暖房発生装置、それと戸籍事務の処理システム、こ

れらが終了しておりますので、対前年比では、５０．２％と大きく下回った数値となって

ございます。２億１，０５６万９千円の５０．２％ということです。 

 ３の民生費では、くんねっぷ静寿園増改築等補助、国保会計繰出金、それと常設保育所

における臨時保育士の充実や子ども子育てシステム導入などによりまして、３億３５万１

千円、４１．１％の増ということです。 

 ４の衛生費では、葬斎場管理事業、太陽光発電や再生可能エネルギー施設設置補助の環

境対策費新設による増がありますけれども、日赤の改築工事負担金が昨年完了しておりま

すので、１９８万４千円で１．０％の減というかたちになります。 

 ６の農林水産業費では、実質的なスタートとなります農業基盤整備事業、農業振興資金

利子補給、森林所有者情報システム導入などによりまして６，６００万６千円、２７．９％

の増となります。 

 次に、７の商工費、これは空店舗対策の店舗出店等支援事業と店舗改修事業などで１５

０万円２．３％の増ということでございます。 

 ８の土木費においては、旧駅舎周辺整備、それと町道舗装修繕、それと公営住宅建設な

どで１億７，６５３万円７６．１％の増。 

 ９の消防費では、訓子府消防１００周年記念事業、それと防災等情報メール配信システ

ム構築、それと防災備蓄品整備などで、６３８万８千円の４．３％の増でございます。 

 １０の教育費においては、こども園設計提案競技、さっきのプロポーザルの話ですけれ

ども、それと訓小１００周年記念事業、それと訓小屋根改修、図書館用地取得、スポーツ

センター耐震診断ということで、２２５万７千円の０．６％の増。 
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 公債費においては、これは、おけねっぷ地区堆肥供給センター建設事業や街並み整備事

業の償還が終わったということがございまして、１，９１４万９千円３．１％の減となっ

ております。 

 １３の給与費では、職員数の減によりまして、１，９４６万円２．５％の減となってご

ざいます。 

 続いて、８ページには、各会計の議員、各種委員、職員全体の人件費の資料を載せてご

ざいますけれども、一番下の合計欄の右から４列目、８億３，３４６万２千円が一般会計

と特別会計あわせた人件費の総額ということになります。 

 次に、９ページになりますけれども、この表は、基金の保有状況を一覧にしたものでご

ざいまして、表の右側の一番下から４行目、３８億４，９４４万３千円が一般会計の平成

２６年度末の基金保有残高の見込みとなります。 

 １０ページからは、投資的事業を記載しております。 

 １６ページからは、補助奨励費。 

 同じく、２２ページからは、扶助費。 

 これらには、事業内容や事業量、あとは財源内訳の概要を記載しております。２６ペー

ジから２８ページまでは、平成２６年度における債務負担行為の支出予定額を一覧にして

いるというような資料でございます。 

 ４７ページ、４８ページ、一番最後のほうになりますけども、これは投資的事業の箇所

図を添付しておりますので、それぞれご覧をいただくこととしまして、これからの予算書

における説明は、新規事業など特別なものについてのみ説明をさせていただきたいと思っ

ております。 

 それでは、予算書によって説明をしてまいりますので、予算書の２ページをまず開いて

いただきたいと思います。 

 議案第７号 平成２６年度訓子府町一般会計予算。 

 平成２６年度訓子府町の一般会計の予算につきましては、次に定めるところによるもの

でございます。 

 まず、第１条でございますけども、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４１億５，

４７０万円と定める。 

 第２項における歳入歳出予算の款項の区分及び金額については、３ページから１２ペー

ジにございます「第 1 表 歳入歳出予算」によることを規定しておりまして、これについ

ては、ご覧いただくことといたしまして、その内容は、後ほど１５ページ以降の事項別明

細書の中で説明させていただきます。 

 続いて、第２条では、債務負担行為を、第３条では、地方債について定めておりますけ

れども、これにつきましても、後ほど１３ページの第２表、１４ページの第３表で説明を

させていただきます。 

 続いて、第４条では、金融機関から借り入れすることができる一時借入金の限度額を昨

年度同額の１０億円と定めているものでございます。 

 次に、１３ページになりますけども、この第２表につきましては、本年度の債務負担行

為について、議決をいただこうとするものでございまして、本年度は３項目ございます。 

 １つ目の季節労働者生活資金貸付金利子補給及び損失補償につきましては、１人２０万
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円を限度とする生活資金貸付に対する利子補給率２．５５％とその貸付償還に対する回収

ができない場合の損失額を限度額といたしまして、期間を平成２６年度から平成２７年度

とするものでございます。 

 ２つ目は、北海道訓子府高等学校入学生通学支援対策事業で、町外から訓子府高校へ通

学する新入学生徒のバス運賃に対する補助で、卒業するまでの分の限度額を７１２万８千

円、期間を平成２６年度から平成２８年度に設定するものでございまして、この２項目と

も前年度と同様の取り扱いとなっているものでございます。 

 続いて、３つ目は、北海道訓子府高等学校修学旅行費支援対策事業で、本年度入学する

生徒の２年後の修学旅行に対する補助で、限度額を１２０万円とし、期間を平成２６年度

から２７年度に設定するというものでございます。 

 続いて、隣の１４ページ「第３表 地方債」になります。 

 本年度に予定しております１２件の事業等にかかる地方債の借入限度額について定める

もので、本年度は総額で６億６００万円を借入しようとするもので、償還方法や利率につ

いては、ご覧のとおりということになってございます。 

 次に、１５ページと１６ページにつきましては、これは歳入歳出の款別の予算額を掲載

しておりますので、これはご覧をいただくということで、ご理解いただきたいと思います。 

 １７ページ、ここからは、事項別明細書になりますけれども、歳入歳出とも特徴的な部

分のみ説明をさせていただきたいと思っております。 

 また、本年度は、消費税増税などの影響によりまして、各施設の燃料費、電気料、水道

料、車両燃料の予算が増額計上となっておりますので、これは全般的にそうなってござい

ますので、あわせてご理解いただきたいと前段に思います。 

 それでは、１７ページの歳入から入りたいと思います。 

 歳入の上の表になりますけれども、１款、１項、町民税の 1 目、個人の部分です。均等

割が昨年の３，０００円から３，５００円に改正されまして、１２９万７千円ほど伸びて

おりますけれども、昨年も農業所得における伸びが見込めないことから、所得割で大きく

落ち込んでおりまして、４，９６１万６千円減の２億１，２１５万３千円の計上となって

ございます。 

 次に、下の表の１款、２項、１目の固定資産税になります。本年度は評価替えの３年目

でございまして、負担調整と新築住宅により課税標準額に若干の伸びがみられたことに加

えまして、昨年まで過疎法の減免が１件ございましたけれども、本年度は予定がないこと

から、それらもあわせて３６３万５千円増の２億１，１６６万７千円の計上というふうに

なってございます。 

 次に、１９ページの２番目の表の１款、４項、１目の町たばこ税では、この４月から税

率の値上げが見込まれますので、それにより喫煙率の低下が懸念されることもございまし

て、４３６万４千円の１０％減で見込みまして３，９４０万９千円という計上となってご

ざいます。 

 次に、２１ページ、一番上の表になります。 

 ２款、１項、１目の地方揮発油譲与税から２３ページの上から２番目の表にあります８

款、１項、１目の地方特例交付金まで、これについては、国の地方財政計画や実績等を勘

案して計上しておりますけれども、特に、２２ページの２番目の表、２款、２項、１目の
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自動車重量譲与税につきましては、エコカー減税の拡充などを考慮した国の地方財政計画

による数値を参考といたしまして４，６００万円を計上しているものでございます。 

 一番下の表の６款、地方消費税交付金につきましても、国の地方財政計画に示された配

分率を勘案しまして、５，８００万円の計上としているところでございます。 

 次に、また２３ページの一番上になりますけれども、７款、１項、１目の自動車取得税

交付金では、自動車取得税の制度改正やエコカー減税の拡充を考慮した国の地方財政計画

による数値を参考としておりまして１千万円を計上しているものでございます。 

 次に、２３ページの同じく３段目になりますけれども、９款、１項、１目の地方交付税

の説明欄の普通交付税では、総務省の地方財政対策概要では、一般財源の総額を社会保障

の充実分等を含めまして、平成２５年度の水準を相当程度上回る額を確保しているという

ものでございますけれども、普通交付税においては、全体で１．２％程度減額となってい

ることを踏まえまして、公債費等の償還見込みや単位費用などの増減調整を行いまし 

て、５千万円減の１９億５千万円で計上しております。 

 なお、特別交付税については、前年と同額の１億円を見込んで、地方交付税総額で２０

億５千万円を計上しているところでございます。 

 次に、一番下の表の１１款、１項、１目の農林水産業費分担金につきましては、農地整

備の面事業にかかる農家の個人負担分で、道営畑総事業北西地区の面事業費２億９８０万

円に対する受益者分担金としましては、１，６１４万７千円を計上しているものでござい

ます。その下の道営高園地区は、本年度からの新規スタート地区でございまして、面事業

費１億２，５００万円に対する受益者分担金９３７万５千円、２地区分をあわせて１，６

５３万５千円増の２，５５２万２千円を計上しているというものでございます。 

 次に、２５ページ、上の表の１１款、２項、１目の民生費負担金の右の説明欄の上から

２行目になります老人福祉施設負担金、ここでは町外の養護老人ホーム入所者が６名から

４名に減ったということから、年間徴収額で８５万１千円減の２２２万３千円を計上して

いるものでございます。 

 次に、その下の２節になりますけれども、児童福祉費負担金の常設保育所利用者負担金

では、兄弟入所の変動と所得階層が下がったことによりまして、前年度の月額保育料実績

により算出しまして、１０２万６千円減の１，７９８万円を計上しているものでございま

す。 

 次に、２目の農林水産業費負担金、農業費負担金の一番下、道営訓子府北西地区農地整

備事業負担金では、他の市町村の参加者のパワーアップ分を各市町村に請求するというも

のでございまして、うちでは置戸町が 1 名、北見市３名分の事業費の２，６１０万円分で

すけども、パワーアップですからその６．２５％分で受益者分担金を１６３万１千円を計

上しているものでございます。 

 次に、下の表の１２款の使用料及び手数料、１項、４目になりますけど、農業使用料の

右側の３行目、牧場使用料になります。これは昨年の実績を勘案しまして、馬１５頭を含

め総数５５０頭の入牧を見込み８１万３千円増の１，６９１万７千円を計上しております。 

 その下の草地使用料では、採草地全体では、９４．９７ｈａあるんですけれども、昨年

草地更新した１５．０９ｈａ分、これが新たに貸付できる状態になったことと本年度草地

更新する予定の３１．３８ｈａ分を引いてですね、差し引きして３５万２千円増の１７８
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万９千円を計上しているものでございます。 

 次に、その下の６目の土木使用料の３節になりますが、住宅使用料、説明欄の一番上の

町営住宅使用料につきましては、入居者の所得上昇による収入増と現在の退去者などを考

慮しまして、昨年同様の収納率を９４％と見込みまして、１８３万９千円増の４，８２５

万５千円と過年度分２０万円、それに車庫使用料９４万５千円を加えて４，９４０万円の

計上でございます。 

 その下の特定公共賃貸住宅使用料につきましては、管理戸数に対して退去者などを考慮

し収納率９８％で見込みまして２０万８千円減の１，２９３万８千円の計上。 

 住宅使用料全体で、１６１万５千円増の６，５１５万６千円ということで計上してござ

います。 

 次に、一番下の７目になります。教育使用料の１節、幼稚園使用料の入園料では、４歳

児は昨年より１２名増の４３人で、１３万２千円増の４７万３千円を計上しております。 

 その下の保育料では、昨年度より４世帯増の７３世帯で見込みまして、減免や預かり保

育を含め、３０万７千円増の１，３７７万４千円を計上しているものです。 

 入園料と保育料あわせて４３万９千円増の１，４２４万７千円の計上となっております。 

 次に、一番下の３節の保健体育使用料では、主にパークゴルフ場と温水プールの利用者

減によりまして４２万８千円減の５７３万３千円を計上しているものでございます。 

 次に、２７ページの下の表になります。 

 １３款、１項、１目の民生費国庫負担金の１節の社会福祉費負担金、３行目にあります

介護給付費の中に共同生活援助という項目がありましたけども、制度改正により、その下

の訓練等給付費に移行したため、括弧内の対象額がそれぞれ２，０３２万８千円ずつ昨年

に比べて増減しております。それに加えまして介護給付費では、対象者の自然減により対

象額が３８１万２千円の減、訓練給付費においては、対象者が増えていることから対象額

で１２８万４千円増となってございます。 

 また、説明欄の下から７行目になりますけども、障害児通所給付費、これにつきまして

は、対象者が９人から２人に減ったということによりまして対象額で６８万４千円の減と

なってございます。 

 これら障害者福祉費負担金総額で、１００万円減の７，６１６万５千円を計上している

ものでございます。 

 次に、３０ページの上の表になりますけども、２節、国民健康保険基盤安定負担金につ

きましては、国保事業の保険税軽減の対象となった被保険者数に対する支援分として交付

されるもので、道費負担とあわせて国保会計に繰り出すというもので２８４万４千円の計

上になります。 

 その下の３節の児童手当負担金では、昨年度は制度が変わりまして、対象者の把握が多

少不明確な点がございましたけども、本年度は昨年の６月に行った現況届に基づきまして

積算した結果、１４８万４千円増の５，７０４万８千円を計上しているものでございます。 

 その下の２項、２目の衛生費国庫補助金、１節、衛生費補助金のがん検診推進事業補助

金では、本年度より検診対象者が２０歳のみ、乳がん検診対象者が４０歳のみに変更とな

ったことから対象者数が減少する見込みのことから３９万４千円減の２８万９千円を計上

しているものでございます。 
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 なお、ここのがんの部分につきましては、制度的なちょっと変更が最近ありましたの 

で、これは歳出のほうで若干説明させていただきますけども、収入については、このまま

ちょっととどめていただきたいと思います。 

 次に、その下の土木費国庫補助金、１節の住宅費補助金ですけれども、公営住宅整備事

業費補助金では、昨年度は、国の補正予算によりまして、事業費を前倒しすることにより

補助対象事業費は出てきませんでしたので、ちょっと額的には変わっておりますけども、

本年度は新年度予算編成時に事業費が確定しておりませんでしたが、今回事業確定の通知

がありまして、追加補正として提案する予定になっておりますので、これも歳出、または

後日出す繰り越しの中でお話させていただきたいと思います。 

 とりあえずは、当初予算として計上している分は、末広の公営住宅１棟４戸、それと解

体３棟１２戸、その他に耐震改修費補助を見込んで２，６５７万５千円を計上しているも

のでございます。 

 その下の２節の道路橋梁費補助金につきましても、公営住宅同様に国の補正予算の対象

となっておりますので、これは追加補正の中で提案を予定しております。 

 当初予算といたしましては、内容は主に旧駅舎北側の公園部分が中心となりますの 

で、旧駅舎周辺整備事業として１，２００万円、南１２線と相内線の町道舗装修繕事 

業、これで６，７６０万円の合計７，９６０万円を計上しております。 

 次に、３１ページ、まん中の表になります。 

 １３款、３項、２目の民生費委託金の３節になります地域人権啓発活動活性化事業委託

金につきましては、これは法務省で行っております人権啓発活動の一環としまして、過去

道内では１９市町村が行ってきておりますけども、本年度は本町が該当となったことから

「人権の花運動」としまして、花の苗や啓発看板製作を行う事業に対して国の１００％充

当で９万９千円の事業を行おうとするものでございます。 

 次に、一番下の表になりますけども、１４款、１項、１目の民生費道負担金、１節、社

会福祉費負担金の中の障害者福祉費負担金の介護給付費と訓練等給付費については、先ほ

ど国庫負担金の中でも制度改正により変わったお話しましたけれども、介護給付費の括弧

内の対象額では、同じように共同生活援助分で２，０３２万８千円が訓練等給付費に移行

したこと、それに加え訓練給付費の対象者が増えていることから、同じく１２８万４千円

増の５，２１５万２千円という数字になってございます。 

 また、次のページの説明欄の上から５行目の障害児通所給付費についても国庫負担金と

同様に対象者が減ったことを見込み括弧内の対象額で６８万４千円減の２３５万２千円と

いう数字になってございます。 

 これらを主なものとしまして、道の負担率が対象額に対しまして４分の１となりますの

で、前のページの障害者福祉費負担金総額では５０万円減、３，８０８万２千円を計上し

ているということになります。これは３２ページの下の表の上から７行目の話になります

けども、全体で５０万円の減ということです。 

 再び、次のページになりますけども、中ほどの２節の真ん中になりますけども、３４ペ

ージですけど、国民健康保険基盤安定負担金の国保税軽減分、これにつきましては、基準

となる保険料の軽減相当額に対する補助でございまして、保険者支援分は、軽減対象とな

った被保険者数に対する支援分として交付されるもので、負担額では６４万８千円減の１，
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５６６万９千円の計上でございます。 

 次に、３節、下になりますけども、後期高齢者医療保険基盤安定拠出金では、後期高齢

者医療広域連合が行います低所得者等の保険料軽減対策への納付額で１，９９４万３千円

の道負担分４分の３になりますので、それで１，４９５万７千円を計上しているものでご

ざいます。 

 次に、４節の児童手当負担金につきましても、国庫負担金のところで説明したのと同じ

でございまして、昨年の６月に行った現況届に基づきまして４１万３千円増の１，３０８

万６千円を計上しているものでございます。 

 次に、下の表になります。 

 １４款、２項、１目、総務費道補助金、１節の総務費補助金、次のページにまたがりま

すけれども、次のページの一番上、３６ページの一番上になりますけども、森林環境保全

整備事業補助金では、町有林の主に間伐面積が減ったことによりまして２３４万３千円減

の６１５万９千円の計上でございます。 

 その下の市町村森林所有者情報整備事業補助金では、本年度新たに森林情報管理システ

ム導入に伴います補助金で、事業費３６０万８千円の２分の１ということで、１８０万３

千円を計上しているものでございます。 

 次に、下の方の４目になりますけれども、農林水産業費道補助金、１節の農業費補助金

の食料供給基盤強化特別対策事業補助金では、道営農地整備事業の北西地区と高園地区に

対するパワーアップ分の道の負担分といいますか、補助金でございまして、北西地区で１，

３１０万円、高園地区で７８１万円、合計で２，０９１万円を計上しているものでござい

ます。パワーアップの道負担分と思っていただければいいです。 

 その下の２節の林業費補助金の未来につなぐ森づくり推進事業補助金では、これは民有

林の人工造林に対する補助でございまして、民有林の伐期を迎える除間伐の面積が昨年で

３０ｈａ、本年度が５０ｈａと増えることから、それに伴い、造林面積も増加するため３

３７万円を計上しているものでございます。 

 次のページ、３７ページの真ん中の表になります。 

 １４款、３項、１目の総務費委託金の３節、統計調査費になりますけれども、統計調査

事務委託金では、本年度は２０１４年の農林業センサスの実施年になりますことから１１

９万５千円増の１４９万５千円を計上しているものでございます。 

 その下の４節の選挙費委託金、知事・道議会議員選挙委託金では、来年４月１２日に投

票予定の知事・道議選挙の期日前投票等が３月末までの、それまでの３月末までの事務に

対する委託金として、２８３万５千円を計上しているものでございます。 

 次に、下の表の１５款、１項、１目の財産貸付収入、１節の土地建物貸付収入の土地貸

付料では、太陽光発電施設用地としまして、補正でもお話しましたけども、中ノ沢・北訓・

日出鉄道跡地の２業者に対する貸付料３７万９千円が増えたことによりまして、７２万９

千円を計上しているものでございます。 

 次のページ、３９ページになりますけども、一番上になります。 

 １５款、２項、１目、１節、生産物売払収入、町有林林産物売払収入では、町有林の主

に間伐面積が減ったことによりまして、１，３０１万９千円減の２，０３０万円の予算の

計上となってございます。 
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 その下の不動産売払収入の１節で土地売払収入の町有地売払収入では、昨年は道道の工

事に伴いまして、若富のいずみ公園と末広の用地の売却を行ったものですけども、本年度

は予定がないことから科目計上だけとなっておりますので、ご理解いただきます。 

 次に、４３ページ、真ん中の表になります。 

 １９款、５項、５目、１節の雑入ですけども、昨年度は３年に１回の退職手当組合清算

金として、１，３２６万５千円がありましたので、その分が今年ないということで、大幅

減の要因になります。４，９７１万２千円を計上しているものでございます。 

○議長（橋本憲治君） ここで、午前１０時５０分まで休憩をしたいと思います。 

 引き続き、次は、歳出に入ります。 

 

休憩 午前１０時４０分 

再開 午前１０時５０分 

 

○議長（橋本憲治君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 引き続き、予算書の歳出の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） ４７ページ、ここからは、歳出になります。 

 歳出につきましても、特徴的なもののみ説明させていただきます。 

 なお、説明欄の事業区分の名前が、お知らせしておりますけれども、昨年度は○○経費

とか、○○事業とかという部分で混在しておりましたけども、本年度は○○事業などに統

一させていただきましたので、若干名前が変わっているという部分で、中身は変わってい

ませんので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、４７ページの１款の議会費になります。 

 右側のほうの事業区分２の議会運営費の３行目になります。報償費の講師謝礼につきま

しては、昨年、議会議員の方の東北での視察研修を踏まえまして、東北震災の現場で危機

管理に携わった方をお招きしまして防災関係者などを対象とした講座を開くということを

予定しておりますので、講師謝礼として１４万円計上しているものでございます。 

 次に、５１ページ、総務費になります。 

 ２款、１項、１目の一般管理費の事業区分でいきますと１の職員管理研修事業、これの

報償費では、従来、職員自主研修がありましたけども、それの適用範囲を拡大し、セミナ

ーを開催できることも見込みましたので、自ら主催して行う講師謝礼分として１５万円増

の３５万円を計上しているものでございます。 

 その下の負担金、補助及び交付金の会議負担金では、主にチェンソー取扱業務と刈払機

取扱作業の安全教育講習負担金として、各５名ずつ、チェンソーと草刈機５名ずつ、１３

万５千円増で４６万５千円を計上しております。 

 次に、事業区分３になりますけど、各種表彰事業の報償費の功労者等顕彰式記念品で 

は、昨年度まで盾形表彰状１４人分を需用費で計上しておりましたけども、本年度から報

償費に組み換えをしたという分で、その分３１万８千円を含め４６万８千円を計上してい

るものでございます。 

 その下のその他報償金では、職員の勤続表彰５人と退職記念品として職員２人、臨時職
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員２人や非常勤特別職５人の他、消防分５名、農業委員分５名などの退職記念品として１

６万円増の４１万円を計上しているものでございます。 

 それと昨年は、功労章と功労章略章を数年分にあたります３０個分購入しているという

ことがございまして、前段で説明しました報償費に振り替えた盾形表彰状分あわせまして

１０５万円が減額になってございますので、需用費は廃節ということになってございます。

去年あったけども今年はありませんということです。 

 これらをあわせまして各種表彰事業全体では、５９万２千円減の９３万９千円を計上し

ているものでございます。 

 次に、その下の事業区分４の総務一般管理事業の賃金になりますけども、これは定年退

職する職員の年金の支給開始年齢の引き上げを背景とする再任用の制度に準じまして期限

付専門 

職員として雇用するもので、１名分２７０万６千円を計上しております。 

 なお、そのすぐ上の共済費、これからも出てまいりますけども、共済費については、賃

金に連動する社会保険料ということになります。 

 次に、５４ページ、事業区分６．庁舎等維持管理事業の委託料の一番下にありますけど

も庁舎冷暖房保守点検業務では、昨年皆様のご理解をいただきまして、平成２０年以 

来、機能不全になっていたメイン冷暖房装置の更新を行ったところですが、その装置の機

能を今度こそと言いますか、今度も機能を長く維持するために保守点検を今年から行うも

のとしまして１９７万３千円を新たに計上しております。 

 次のページの上のほうになりますけども、５行目の備品購入費では、執務用イス５脚と

会議室イス２０脚及び非常に言いにくいんですけれども副町長室応接セットなどの購入費

で１９０万５千円を計上してございます。 

 前のページに戻りますけれども、庁舎維持管理事業全体では、昨年度は修繕料でこの冷

暖房装置設置２，０５０万円と委託料でＰＣＢ処理業務３１５万５千円、備品として中古

のタイヤショベル１１５万５千円、この分がありましたので、見かけ上は大きく減ってい

るというかたちになってございます。 

 また次のページに戻っていただきまして、事業区分９、真ん中よりちょっと下ですけど

も、情報管理事業、これの下のほうになりますけども、委託料、総合行政ネットワー 

ク、通常ＬＧＷＡＮといっておりますけども、システムの機器等更新業務で、これは地方

公共団体を相互に接続する行政専用ネットワークでございまして、全国的に更新するもの

でございまして、この費用として１９９万８千円を計上しております。 

 なお、この情報管理事業全体では、昨年度行いました情報系システム等機器更新２，５

７０万円分が大きく減っているという分の数字でございます。 

 次のページになりますけれども、上のほうになりますけれども、事業区分の１０．各種

基金積立金では、主に５番目の社会資本整備基金積立金では、昨年度は本年度以降の大型

事業に充てるため１億２４万１千円を積み立てておりますので、数字上はその分が大きく

今年は落ちているという分でございます。 

 次にその下の事業区分の１１．人事交流事業につきましては、津野町への派遣交流２人

分の赴任旅費が、平成２５年度予算で執行することになりますので、本年度はその分の５

１万１千円減で７９万１千円を計上しております。 

http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B4%E9%87%91
http://kotobank.jp/word/%E6%94%AF%E7%B5%A6
http://kotobank.jp/word/%E6%94%AF%E7%B5%A6
http://kotobank.jp/word/%E5%B9%B4%E9%BD%A2
http://kotobank.jp/word/%E8%83%8C%E6%99%AF
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 次に、３目の財産管理費、事業区分でいきますと１になりますけれども、町有施設維持

管理事業の需用費の修繕料、これは一部住宅の台所、洗面所などが古くなってきているこ

とがございまして、それらを取り替えることとしまして３９万６千円増の９９万６千円を

計上しております。 

 次のページの一番上になります。 

 ６０ページの一番上の委託料になりますけれども、これは北栄集会所及び町民の森の樹

木によりまして、周囲への日照不足がありますので、それを解消するための木の伐採を行

うものとしまして１２８万６千円を計上してございます。 

 また、その下の町有物置解体処分業務では、現在使用していない若富水源の公園のある

ところですけども、横の旧水防資材庫の解体費用として１６万５千円を計上しております。 

 続いて、その下の工事請負費では、元町の消防職員住宅２棟５戸と末広の教職員住宅１

棟３戸の解体費用として６５３万円を計上しているものでございます。 

 その下の原材料費では、例年、修繕料として４０万円ほどの予算の計上をしておりまし

たけども、近年、職員住宅や教員住宅の老朽化が進んでいることがありまして、フロアー

の全体の張り替えが多くなっている事象がありますので、３０万円増の７０万円を計上し

ているものでございます。 

 次に、４目の公有林管理費の事業区分でいきますと真ん中あたりにあります１の町有林

管理事業の報酬、町有林野経営審議会委員では、これにつきましては、審議会委員の中に

町有林、特に、町有林の詳しい経験者がおりますので、現地指導を含みまして、指導を行

っていただくということで、その賃金分といいますか報酬分７万２千円増の１１万４千円

が増えています。 

 その下の需用費では、昨年度、駒里作業道などの補修のための修繕料１００万円分が減

となっているもので、大きく落ちております。 

 その下の役務費、本年度の森林国営保険加入は保険期間５年の継続分は２５．９９ｈａ

で２６万２千円、保険期間１０年の新規分としては１２．７５ｈａで２５万９千円の合計

で５２万１千円の計上となってございます。 

 その下の委託料では、町有林等管理業務で駒里林道と世
せ

木沢
き ざ わ

作業道、大谷林道などの草

刈り業務及び支障木除去作業として１０４万３千円増の１３０万円を計上しております。 

 また、その下の訓子府町町有林森林認証申請業務では、ブランド確立のため管内的に森

林認証に取り組んでいることもありまして、本年度から本町も森林認証に取り組むという

この申請業務としまして１７０万円を計上してございます。 

 次に、事業区分の２．町有林整備事業の補助分になりますけれども、委託料の造林業務

では、新植１２．７５ｈａ、下刈り２９．４２ｈａ、間伐１５．９９ｈａ、野鼠駆除３６．

８６ｈａで１，６７８万１千円を計上しているものでございます。 

 その下の原材料の造林用原材料では、これは新植の１２．７５ｈａに対する苗木代でカ

ラマツ２万５，５００本を予定しております。その金額が２２３万７千円として計上して

いるものでございます。 

 次のページの一番上になります。 

 事業区分３．町有林整備事業の単独分ですけれども、委託料で昨年度は造林業務の皆伐

１，９９５万円がありましたけれども、本年度はその分が大きく減っているものでござい
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まして、この事業でやる本年度分は、野鼠駆除が３２９．８ｈａの６４万２千円、それと

風倒木の処理３３万円の合計で９７万２千円を計上しております。 

 次に、６目の住民活動費の一番下の行になりますけれども、事業区分２．住民活動促進

事業、これは次のページにまたがりますけれども、それの７行目になります。負担金、補

助及び交付金、これの３行目の町内会連絡協議会活動費補助金では、主に町内会連協で行

っております街灯事業、さらに劣化の激しい街灯１３箇所の整備を促すため１０４万５千

円の増で、町内会連協補助金全体では、１２１万６千円増の４９６万９千円の計上となっ

てございます。 

 その下の各町内会活動費補助金では、近年、会員数の減少によりまして運営が厳しくな

っていることもございまして、補助単価 1 世帯当たり８００円から１，０００円に上げる

ということで、２６万円増の１８８万５千円の計上となっております。 

 その下の各実践会活動費補助においても同様に補助単価を上げておりますので、実践会

分で１１万９千円増の２４６万５千円の計上となっています。 

 次に、事業区分３．地域集会所等維持管理事業では、需用費の修繕料で日ノ出地区ふれ

あいセンターの張りのボルト締め付けと看板補修などで４４万１千円増の５３万１千円を

計上しております。 

 その下のほうにあります備品購入費では、本年度は、これも日ノ出地区ふれあいセンタ

ーの防炎カーペット、それと鉄北地域集会所の掃除機で３１万３千円を計上しております。 

 次に、一番下になりますけども、事業区分４．難視聴対策事業、これは次のページにま

たがりますけども、負担金、補助及び交付金の地上デジタル放送難視聴対策補助金では、

福野の３世帯分２万１千円を計上しておりまして、この３世帯が本年度実施すれば本町の

難視聴対策としては終了するということになります。 

 次に、７目の住民安全対策費の事業区分でいきますと１．交通安全対策事業の旅費の費

用弁償になりますけども、交通安全指導員の道東ブロック研修会、これは隔年で全員参加

することになっていますので、２９万８千円増の１６３万９千円の計上でございます。 

 その下の委託料の交通安全施設等設置維持管理業務では、交通安全看板２基を町道南１

０線と西２９号線交差点に設置すること。それと相内線の東幸町側、山から下りてきたカ

ーブから市街地に向かいまして、３００ｍ区間にゼブララインを設置するということで６

５万９千を計上おります。 

 その下の備品購入費では、施設用備品としまして、今お話しました相内線のゼブラライ

ンゾーンの始まる少し前に、北側になりますけども、ソーラーの視緑誘導灯を２個設置す

ることとしまして、８万７千円を計上してございます。 

 次に、事業区分の２、下のほうになりますけど、防犯等住民安全対策事業では、昨年度

備品購入費でＡＥＤ１１０万７千円がございましたけど、その分が減ってございます。 

 次に、６８ページになります。 

 ８目の企画費の事業区分１．地方交通対策事業の委託料、バス待合施設設置業務で 

は、これにつきましては、補正でもお話しましたけども、遅れていました道道北見置戸線

の拡幅工事が本年度こそはできるという日出地区に着手する予定になっておりますか 

ら、バス停２基を設置することとして１８６万円を計上してございます。 

 その下の高齢者ハイヤー利用サービス業務では、平成２５年度実績見込みで算出いたし
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まして、３０万７千円増の１８９万円を計上。 

 その下の路線バス高齢者利用支援事業につきましても、これも平成２５年度実績見込み

で算出し２２万６千円増の１１６万円を計上しております。 

 その下の負担金、補助及び交付金のバス通学定期運賃補助、高校の部活動の関係や特に

冬期間に保護者の送り迎え、夏場の自転車通学などもございまして、その実績を踏まえま

して、１３０万６千円減額しまして、１，１７６万２千円を計上しております。 

 次に、事業区分３の企画一般事業の負担金、補助及び交付金の一番下、北海道横断自動

車道訓子府ＩＣ開通記念事業実行委員会助成金、これにつきましては、来年になりますけ

ど、平成２７年３月に上常呂から訓子府までの高速道路がつながる、開通するということ

で、それらのセレモニーなどに対する開催費用として４０万円を計上しているものでござ

います。 

 次に、事業区分４、下のほうになりますけども、まちづくり推進事業、これも次のペー

ジにまたがりますけども、負担金、補助及び交付金の元気なまちづくり貢献企業等応援補

助金では、民間による本町の情報発信機会の活用と地域貢献をしようとする企業等の支援

による地域経済の振興を図るために３００万円を計上しているものでございます。 

 次に、その下の事業区分５．まちづくりパワーアップ特別対策事業では、これは町民税

の１％活用による町民の自主的な町づくり活動を支援するという事業でございますけど 

も、本年度は個人の町民税が４，９６１万６千円落ち込んでおりますので、対前年比で５

０万円減の１８０万円の計上となってございます。 

 次に、一番下の１０目の事業区分１．開基１２０年記念事業では、平成２８年度の開基

１２０年に向けて広く住民の意見を聴く組織の設立とＰＲ活動を行うものとして３２万円

を計上しております。 

 次に、７１ページの下の表になります。 

 ２款、２項、１目の税務総務費の事業区分１．固定資産評価事業では、昨年度は、委託

費で評価替えに向けた土地の鑑定委託というのが２８４万６千円ございましたけども、そ

の分が今年は減っている。なくなりますので減っているということです。 

 次に、７３ページになります。 

 一番上、２款、２項、２目の賦課徴収費の１の賦課徴収事業では、昨年、委託料で町税

電子申告システム導入７６万６千円がございましたが、その分が減っているという分でご

ざいます。 

 次に、まん中の表になりますけども、２款、３項、１目の戸籍住民登録費の事業区分１．

戸籍住民登録事業では、これも昨年度、委託料の中に戸籍事務処理システム導入で４，８

８２万５千円と住基ネットワーク機器更新で５４７万１千円分がありましたので、この分

が大きく減っているという分です。また、本年度はシステムに関する保守料が変わってご

ざいまして、戸籍事務処理では、システムとソフトウエア保守で２１２万１千円増の４０

０万５千円、住基保守では、１２月まではメーカー保証期間になりますので、それ以降の

分として２１万５千円減の８５万７千円の計上となってございます。 

 次に、７５ページになります。 

 ２款、４項、２目の農業委員会委員選挙費の事業区分１．農業委員会委員選挙執行費に

ついては、今年なりますので、１１２万円、これは全額、選挙の執行費となります。 
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 その下の３目の知事・道議会議員選挙費の事業区分でいくと 1 ですけども、これにつき

ましても、選挙自体は今のところ４月１２日に行われる予定でございますので、これは３

月末までの期日前投票などの事前事務がそこで行われますので、そこまでの費用として２

８３万５千円を計上してございます。 

 次に、７７ページ、真ん中の表になりますけども、２款、５項、１目の統計調査総務費

の事業区分１．各種統計調査事業になりますけど、本年度は歳入のところでもお話しまし

た５年毎の農林業センサスと経済センサスの年になりますので、主に下にあります指導員

及び調査員の報酬で９５万４千円増の１１８万８千円を計上しているものでございます。 

 次に、８１ページの民生費になります。 

 ３款、１項、１目の社会福祉総務費の事業区分２．国民健康保険特別会計繰出金で 

は、詳細は特別会計のほうで説明いたしますけども、ルール分の３，６９４万８千円と収

支不足のための財源補てん分として１億１，６９５万６千円を一般会計から繰り出すもの

で、総体で６，２９８万３千円増の１億５，３９０万４千円というふうになってございま

す。 

 次に、事業区分の５．社会福祉協議会活動助成事業の社会福祉協議会活動費補助金で 

は、主な要因としましては、人件費や事務事業費分で４６万６千円、それと新会計基準へ

の移行に伴いまして、システム導入経費で８６万４千円、計１３５万４千円増の１，６７

０万４千円の計上となっております。 

 次のページになります。 

 事業区分の８．障害者等福祉事業の委託料ですけども、３行目の配食サービス事業で 

は、消費税の増税に伴いまして１食当たりの単価７５０円でしたけども、これが８００円

に上げることにしまして、６万２千円増の８１万８千円を計上しているものでございます。 

 その下の北見市子ども総合支援センターきらり通園療育指導訓練では、発達支援事業分

の児童８名から２０名、療育指導分で１０名から８名、また３年ごとに委託料の金額の見

直しを行っておりますので、本年度は単価も増額となっていますが、総体的には２１万７

千円減の１９２万１千円の計上となってございます。 

 次に、その下の扶助費の重度身体障害者交通費助成、これにつきましては、消費税値上

げの影響からタクシーの初乗り料金が２０円値上げされるという見込みもありますので、

５３０円から５５０円で積算しております。それでも対象者が減っていることもございま

して９万９千円減の１４６万３千円の計上となってございます。 

 次に、下のほうの事業区分の１０．自立支援サービス事業の次のページになりますけれ

ども、扶助費の一番上の介護給付費と訓練等給付費、これは先ほど歳入のところで国庫支

出金や道支出金のところで説明いたしましたように、制度改正によりまして、介護給付費

の共同生活援助分、それが２，０３２万８千円が訓練等給付費に移行したということでご

ざいまして、大きく減っております。また、この介護給付費では、重度訪問介護で新たに

対象者が１名増えておりますけれども、居宅介護や生活介護、施設入所支援などで単価が

減となっていることから、２８１万２千円減の共同生活援助の訓練等給付費への移行分２，

０３２万８千円とあわせまして、２，３１４万円減の８，３３３万６千円の計上となって

ございます。 

 その下の訓練給付費では、今と反対の事象が起きますけども、共同生活援助分がここに
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移行してきましたので、先ほど言いました２，０３２万８千円と対象者が増による１２８

万４千円、あわせて２，１６１万２千円増の５，２１５万２千円を計上しているところで

ございます。 

 その下の扶助費になりますけども、下から３行目、障害児通所給付費では、放課後等の

デイ利用が９名から２名に減ったということで６８万４千円減の２３５万２千円の計上で

ございます。 

 次に、８７ページになりますけども、３款、１項、２目の老人福祉費の事業区分２．敬

老事業、これは各費目について対象者が増えたことによりまして、全体で１８万３千円増

の１１２万円を計上しております。 

 次に、事業区分３の訓子府福祉会支援事業では、負担金、補助及び交付金のくんねっぷ

静寿園増改築等事業費補助金としまして、特養部分で増築面積が５９８．８９㎡、個室１

０、短期の個室２、渡り廊下、食堂増改築、デイサービス部分の休憩スペース、それと介

護材料室増改築、機械室ボイラー２基更新、それと介護電動ベッドなどの初度設備備品を

あわせまして２億６，８５０万円の計上でございます。 

 次に、事業区分４．居宅介護支援事業の負担金、補助及び交付金、居宅介護支援事業費

補助金になりますけども、主に昨年度は福祉システムの導入がございましたので、４０７

万４千円減の７８２万３千円の計上になります。 

 次に、事業区分５．老人保護措置事業の扶助費の老人福祉施設措置費では、養護老人ホ

ーム入所者の措置費で３施設で６人から４人に減ったことによりまして２７７万円減の６

７５万６千円を計上しているものでございます。 

 次に、事業区分６の高齢者在宅サービス事業の委託料、移送サービス事業では、先ほど

障害者のところでも説明しましたけれども、消費税値上げの影響からタクシーの初乗り料

金２０円値上げ分を見込みまして、それと利用者が減っているということがございまして

２４万７千円減の３２４万円で計上しております。 

 その下の配食サービスにつきましても、単価については、先ほど言いました消費税の増

税分を見込みまして８００円としておりますので、それと利用者の増もありまして、６７

万１千円増の２７６万１千円の計上となっております。 

 次に、事業区分７．介護保険特別会計繰出金につきましては、主に介護予防事業のうち

交付金対象の上限を超えた分に対する費用が増えたことによりまして７５万２千円増の７，

６３８万９千円を計上しております。なお、詳細につきましては、特別会計のほうで説明

されることになります。 

 次のページになります。 

 事業区分８．介護予防支援事業では、主に昨年度委託料のところで地域包括支援センタ

ーシステム更新３９１万７千円がございましたけれども、大きくはその分が減っていると

いう分です。 

 次に、事業区分１０．後期高齢者医療費の負担金、補助及び交付金になりますけど、北

海道後期高齢者医療広域連合に負担するものでございまして、一人当たりの医療給付費が

減っているということがございまして、１，３１６万４千円減の６，６０８万４千円の計

上となっております。 

 その下の事業区分１１．後期高齢者医療特別会計繰出金では、昨年度のシステム機器更
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新による３７８万円の減と保険料軽減対象者の増などによりまして１３２万６千円減の２，

４６７万６千円の繰出金として計上しております。これにつきましても詳細は後期高齢者

特別会計のほうで説明いたします。 

 次に、３目の温泉保養センター費の事業区分１．温泉保養センター管理運営事業の需用

費の修繕料、水道料の節減のためにストップバルブ付きのシャワーヘッド、シャワーの水

が出るところを交換するということで２４カ所分、それと男女更衣室の浴室排煙オペレー

ター、排煙窓と言いますか、その他の小破修理で２６２万４千円増の３３２万６千円を計

上しております。 

 次に、９３ページ、２項、３目の児童福祉施設費の事業区分１になります。常設保育所

運営事業の賃金では、３歳未満児の入園率が高くなったことに加えまして、支援を要する

支援児への加配など、児童数が増えたことに伴う臨時代替保育士分として６９８万１千円

増の１，８３６万６千円を計上しております。 

 なお、臨時事務員につきましては、昨年度までは、４行目の代替保育士賃金に含まれて

おりましたけれども、本年度からは臨時事務員として分離したという部分があります。 

 同じく代替調理員につきましても、３行目の臨時調理員賃金に含まれておりましたけれ

ども分離したというものです。 

 次に、需用費の賄材料費では、３歳未満児の増によりまして８１万２千円増の６０３万

２千円の計上となっております。 

 次に、委託料の子ども・子育てシステム導入業務では、子育て三法に関連する国のシス

テム構築に伴いまして、国との連携を図るために、保育料管理システム導入費用として５

００万円を計上しております。 

 次に、９５ページ、４目の児童措置費になりますけども、事業区分１．児童手当支給事

業の委託料になりますけども、昨年度、児童手当事務処理システム機器更新で５０万２千

円がございましたので、その分が減っているという部分でございます。 

 その下の扶助費では、平成２４年４月の児童手当法の一部改正による６段階の区分があ

ったと思いますけども、この区分の昨年６月の現況届の実績に基づいて計算したもので、

２３１万円増の８，３２２万円を計上してございます。 

 次に、一番下のほうになりますけども、５目の児童センター費、これも次のページにま

たがりますけども、次のページの真ん中の辺、事業区分２の児童センター維持管理事業の

委託料のところの清掃管理業務では、日常の清掃については、指導員で行っておりますけ

ども、ヒノキ床とトイレの部分のみ、管理分を委託することにしまして４６万３千円の計

上でございます。 

 その下の維持管理業務では、敷地内の芝生管理６回分１３万２千円を計上。 

 その下の庭木等管理業務では、グラウンド南側の樹木の剪定として３万５千円を計上。 

 児童の安全性を図るための遊戯室に２台のストーブがありますけど、それに安全ガード

を取り付けるものとして２１万７千円を計上しております。 

 次に、６目の子育て支援センター費の事業区分１．子育て支援センター運営事業で 

は、昨年度までセンター長の給料につきましては、報酬と報償費で分けて計上しておりま

したけども、今回、賃金に統一し、これは振替になりますけども、賃金の期限付専門員と

して期末手当と通勤手当も含めて２７６万７千円を計上しております。なお、センター長
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の給料や身分等については、昨年と変わりません。 

 次に、１０３ページ、４款、１項、１目の保健衛生総務費、事業区分３．地域医療対策

事業につきましては、昨年度は日赤の改築工事負担金として１，２２３万７千円がござい

ましたので、その分が今回はなくなったという分です。 

 次のページ、事業区分９、真ん中あたりになりますけれども、水道事業助成事業の負担

金、補助及び交付金の水道事業会計補助金では、今まで４名の職員の人件費を補助してお

りましたけれども、会計の黒字化に伴いまして、３名分の人件費を水道事業会計で持つこ

とといたしまして、一般会計からの繰出金をその分減額したということで、１，８３８万

円減の２，０６８万８千円の計上となります。 

 その下の投資及び出資金になります。既存水道管路の耐震化事業としまして、日出の南

１１線部分、それと道道の日出工区、さらに道道の若富工区、さらに駒里南９線の事 

業、説明資料の中の図面にあると思いますけども、その事業費の４分の１を出資金として

繰り出すもので７７１万２千円を計上しております。事業区分については、細かく水道の

ほうからまた説明があると思います。 

 次のページの２目、予防費になります。事業区分でいきますと上のほうの２．予防接種

事業の需用費の医薬材料費、これでは昨年度まで小児用肺炎球菌、ヒブ、子宮頸がんの３

ワクチンの接種は、医薬材料費を含め委託料で計上していましたけども、医療機関におい

てワクチン購入の見込みが立てづらいこともございまして、本年度よりワクチンは町で購

入することとしたもので、医薬材料費全体で２２３万７千円増の４０２万７千円を計上し

ているものでございます。 

 このことによりまして、その下の委託料、６行目になりますけども、子宮頸がん予防接

種から小児用肺炎球菌予防接種までの３ワクチン分の医薬材料費分が減というふうになり

ます。 

 次に、事業区分３．検診・検査事業の委託料、下から３行目の子宮がん検診では、昨年

度まで２０歳・２５歳・３０歳・３５歳・４０歳が無料検診の該当者でございましたけど

も、本年度から２０歳のみに限定されたことによりまして、全体的に受診率の低下がある

だろうということを見込みまして、２７万７千円減の１１６万円で計上しております。 

 一番下の乳がん検診においてもそうですけども、子宮がん同様に４０、４５、５０、５

５、６０歳が対象でしたけれども、本年度から４０歳に限定されたことによりまして、１

２万７千円減の８１万円を計上しております。 

 なお、この子宮がん検診と乳がん検診につきましては、国の「働く世代の女性支援のた

めのがん検診推進事業」の中で、２０歳と４０歳以外の今まで未受診だった方も対象とす

ることになりましたので、その経費については、制度がわかりましたら６月の補正のほう

で提案していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、１０９ページ、一番下の３目の環境衛生費の事業区分１．葬斎場維持管理事業に

なりますけども、今後４年計画で設備更新や改修を行うこととしまして、本年度は需用費

の次のページにまたがりますけれども、上から３行目の修繕料、修繕料で葬斎場の給湯 

器、それとストーブ、照明、さらには火葬炉計装及びシーケンサー交換等の修繕を行うこ

ととしまして９８１万円を計上してございます。 

 その下の委託料の維持管理業務では、長期継続契約の切り替えの年になりますので、そ
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れにあわせて今回、特別清掃も含めるということとし６０万８千円増の３８１万２千円の

計上になっております。 

 その４行下になります電気・計装保守点検業務とリフトキャリア台車保守点検業務、火

葬炉前化粧扉保守点検業務につきましては、本年度新たに行う業務となります。 

 次に、事業区分２．墓地維持管理事業の委託料、南訓墓地支障木伐採業務でございまし

て、昨年の雪等のやつで、枝が折れたり、倒れたりするなどありますけど、その整理を兼

ねまして、墓地周辺の木の枝の被害が出たところの部分、仮応急措置しておりましたけれ

ども、今回その整理を行うということがございまして、１０万８千円の計上をしておりま

す。 

 次に、４目の環境対策費の事業区分１．環境保全対策事業につきましては、昨年度まで

２款の総務費で計上しておりましたけども、今回、４款、１項、４目の環境対策費とし 

て、新たな目を設けて移動したもので、内容そのものについては変更ございません。 

 次に、その下の事業区分２ですけども、地球温暖化防止対策事業につきましては、これ

も昨年度まで新エネルギー導入促進事業という名称でございましたけども、それにあわせ

て一番下の事業区分３の地熱エネルギー利用施設維持管理事業についても、７款の商工 

費、商工業振興費で計上しておりましたけども、今回新しくここに移設した、移してきた

というものでございます。 

 次に、事業区分２の地球温暖化防止対策事業の負担金、補助及び交付金の太陽光発電シ

ステム導入費補助金では、町内住宅の太陽光発電システム設置に対する補助でございまし

て、1戸当たり２８万円限度の３０戸分として８４０万円を計上しております。 

 その下の再生可能エネルギー施設設置補助金では、１０ｋｗ以上の発電能力を有する太

陽光エネルギーを設置した場合、固定資産税の４分の１に相当する額を補助するもので８

件分の４６万円を計上しております。 

 次に、１１３ページの下の表になります。 

 ４款、２項、１目の塵芥処理費の事業区分１．塵芥処理事業の需用費、消耗品では、生

ごみ用ゴミ袋６万９，０００枚、それと埋めるごみ用ゴミ袋４万枚を購入するものとして

１８９万６千円を計上しております。 

 その２行下の印刷製本費では、本年度、分別収集の手引きを新たに３千冊つくるものと

して１２９万９千円を計上しております。 

 さらに、その下の委託料になりますけども、一般廃棄物収集運搬業務のこの２つにつき

ましては、昨年度、長期継続契約の切り替えの年で、落札しておりますので、その額を計

上してございます。 

 その下の可燃ごみ処理業務につきましては、北見市廃棄物処理場での燃やすごみの処理

をするもので、今年は４１０ｔ分の１，０４０万２千円を計上しております。 

 次、その下の資源ごみ処理業務では、これは留辺蘂のリサイクルセンター再商品化の処

理を行うものでございまして、旧留辺蘂と置戸、本町の３町で経費按分しまして５１１万

円と北見市の廃プラスチック処理センターでの処理費用、この分は３３ｔですけれども積

算しまして２８０万３千円をあわせて７９１万３千円を計上しております。 

 その下の生ごみ処理業務では、置戸堆肥供給センターで処理するもので２１５ｔ分を見

込みまして３４８万３千円を計上しております。 
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 また、その下の粗大廃木材等処理業務では、旧留辺蘂町他２町の一般廃棄物広域処理 

場、先ほど言いました分ですけれども、廃木材の処理をするもので６０ｔ分７７万８千円

を計上しております。 

 次に、１１７ページの労働費になります。 

 １１７ページ、５款、１項、１目の労働諸費の事業区分、３．勤労者福祉会館維持管理

事業の需用費修繕料では、玄関ポーチの床のタイル補修と小破修繕含めまして１３万９千

円の計上。 

 その下の備品購入費では、カーテンの経年劣化が、かなり使用に耐えない状況になって

いることがございまして、備品として７万５千円を計上しております。 

 次に、１１９ページからは、農林水産業費になります。 

 飛びまして１２１ページをお開き願いたいと思いますけれども、６款、１項、３目の農

業振興費の事業区分でいいますと２．農業振興事業では、負担金、補助及び交付金の一番

上の農業振興連絡協議会負担金、これが昨年度実施したシストセンチュウ蔓延防止対策工

事１５万２千円、この分が減額となっております。本年度は、農業振興の効率化を図るた

めに、町と農協でそれぞれ５万円ずつの負担金を計上しているものでございます。 

 その下の麦収穫体制確立事業費補助金、これは刈取体制再編のためのコンバイン導入に

おける借入利息の一部助成でございまして、本年度はコンバイン新規７台、中古で１１ 

台、事業費で１億７，０６３万１千円の借入利息、それの４分の１を補助するものとしま

して２０万８千円を計上しております。 

 その下の農業振興対策事業費補助金では、農作業事故防止や地力増進対策、また、クリ

ーン農業推進などの補助で、全体事業費で１１５万円に対しまして、町・農協・生産者で

負担するというものでございまして、昨年度は、地力増進対策で尿溜汚泥清掃が行われま

したけれども、主にその分の事業費３４万円ですけれども、それが減っておりますの 

で、今回この補助金では１９万円減の５１万円で計上しております。 

 その下の１つ飛ばしまして、鹿電気牧柵設置事業補助金では、これは美園地区の道営中

山間整備事業で整備しました鹿柵の移設費でございまして、これが２５０万円分増えまし

て４００万円を計上してございます。 

 次に、補償、補填及び賠償金の一番下になりますけども、異常気象対策資金利子補 

給、これにつきましては、昨年の春耕期の降雪や低温等によりまして、農業被害に対する

融資資金貸付にかかる利子補給で８９戸分で１７５万４千円を計上しております。 

 次に、１２３ページ、６款、１項、４目の下のほうですけども、畜産業費の事業区分１．

家畜衛生管理事業の負担金、補助及び交付金の家畜自衛防疫事業費補助金では、農場の伝

染病防止や侵入防止のための普及啓発としまして、畜舎などの出入口にまく消石灰を購入

して防疫の普及を図るということで、３２万円増の３３万円を計上しているものでござい

ます。 

 次のページの一番上になります。 

 家畜資質改善対策事業費補助金では、これは優良品種和牛種付けに関する補助でござい

まして、対象頭数が２０頭から５頭に減少したということで、１２万円減の１２万円、ち

ょうど半分になりますけど、１２万円を計上してございます。 

 次に、５目、そのすぐ下ですけれども、農業基盤整備事業費の事業区分１．農業基盤整
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備事業の負担金、補助及び交付金の北海道土地改良事業団体連合会負担金では、これは工

事の伴う土地基盤整備事業に対しまして特別付加金分が加算されるというものでございま

して、９万９千円増の２０万３千円、今年はちょっと事業が増えるために増になるという

ことです。 

 その下の経営安定対策基盤整備緊急支援事業補助金では、土地改良事業等の受益者負担

金償還中の利子助成になります。これは対象者５５名の８０万円を計上してございます。 

 その下の道営訓子府北西地区農地整備事業負担金では、これは２０名の面整備と用水路

用地の確定測量を行うものでございまして、総事業費２億１，５００万円の地元負担２０％、

その内、土地改良区負担の６５万円を除きまして、４，２３５万円で計上しております。 

 なお、冒頭でご説明しましたけれども、これは国の補正予算による繰越明許分の４千万

円がここに含んでいるものでございます。 

 その下の道営柏丘地区農地整備事業負担金では、町道南７線の用地確定測量と用地買収

及び補償の事業が行われますけども、総事業費で１億３，１００万円、地元負担２２．５％

で、２，９４７万５千円を計上しているものでございます。 

 その下の道営訓子府高園地区農地整備事業負担金では、これは２４名の調査設計と面事

業の一部工事を実施するというもので、総事業費が１億２，５００万円、地元負担率２０％

で２，５００万円を計上、同じくこれについても繰越明許分の２００万円を含んでござい

ます。 

 その下の道営訓子府西３１号線地区農地整備事業負担金では、調査設計のみで総事業費

１，５００万円、地元負担率２２．５％で、３３７万５千円を計上しているものでござい

ます。 

 その下の道営訓子府川南地区農地整備事業負担金では、本年度は新規で事業採択に向け

た計画樹立のための調査設計ということになりますので、総事業費で１，５００万円、地

元負担、これは５０％になります。７５０万円を計上してございます。 

 その下の道営山林川地区水利施設整備事業負担金、この事業も本年度から新規で事業採

択に向けた計画樹立の調査設計を行うものでございまして、総事業費５００万円、地元負

担、先ほどと同じ５０％で２５０万円の計上ということです。 

 次に、事業区分４の下水道事業特別会計繰出金になります。農業集落排水処理場の受変

電設備の更新によりまして、２５４万６千円増の９，１３４万７千円を計上。 

 なお、この詳細につきましても、下水道事業特別会計でのほうで説明いたします。 

 次に、集落営農活動支援事業の負担金、補助及び交付金の農地・水保全管理支払事業負

担金では、現在採択となっております６地区の事業費１，７６６万円の町の負担率が２５％

で、４４１万５万千円を計上しております。 

 次に、１２７ページ、下のほうになります。 

 ６款、１項、７目の牧場費、事業区分２の牧場管理運営事業の次のページにまたがりま

すけれども、一番上の賃金では、これは牧場技能員の退職に伴いまして、９５万７千円の

減で９４５万３千円の計上でございます。 

 その下の臨時作業員賃金につきましては、牧場技能員が入牧の事前準備に不足するとい

うことがございまして、１名分の臨時作業員、２５日分を見込み２６万２千円増の８１万

９千円で計上してございます。 
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 その下の需用費の消耗品費では、主に肥料の値上がりによりまして１１３万１千円の増。

それと本年度に新たな取り組みとしまして、牧草の生育を促すための入牧牛飲用堆肥化液

剤、牛に飲ませて牧草の生育をよくするという薬というか、液剤ですけれども、それで５

６万２千円増で７２７万３千円を計上しております。 

 その下の車両修繕料では、作業機械及び巡回車の老朽化及び通勤車の車検というのがあ

りますので、それで４３万円を計上しております。 

 その下の使用料及び賃借料では、横断管の修理、道路側溝の掘削、支柱うち等のための

バックホーの借り上げで１８万８千円を計上しております。 

 その下の原材料費では、牧柵１，７００ｍ、これの取り換え用資材や道路補修用砂利な

どで１５４万３千円を計上しております。 

 次に、事業区分３．牧場草地整備事業の道営草地整備事業負担金では、牧場の湧水処理

を行うもので事業費９００万円、負担率２５％で２５５万円を計上しております。 

 次に、１３１ページの下の表になります。 

 ６款、２項、２目の林業振興費、事業区分１の有害鳥獣駆除事業の一番下の負担金、補

助及び交付金になります。これは次のページにまたがりますけれども、次のページの上か

ら２行目の訓子府町鳥獣害防止対策協議会負担金になりますけれども、エゾシカ捕獲に対

します助成として、２００頭、単価２千円で４０万円の計上、それと貸出用くくりわな購

入費２０個、単価１万６千円で３２万円の計上、これは協議会にまっすぐ入ります道補助

２分の１がございますので、それらを差し引いて１６万円、猟銃やわな免許の関係で２５

万１千円、あと個人で購入する箱わなが５名で１人上限３万円ですので１５万円、これら

合計で９６万１千円を計上しているものでございます。 

 次に、事業区分２．民有林振興事業の負担金、補助及び交付金の民有林振興事業費補助

金では、未来につなぐ森づくり推進事業としまして、民有林の造林に対して市町村が一部

を補助した場合、道の補助も出るんですよという補助ですけども、補助率２６％の内、道

が１６％、町が１０％という内容の率でございまして、ここでは、新生紀森林組合に交付

することになりますので、造林面積２２．７７ｈａ、事業費にしますと２，０４３万２千

円、補助率で先ほど言いました２６％の５３１万３千円、それと除間伐は、町の単独補助

で５０ｈａ分、単価８，０００円、ｈａ当たりの単価ですけれども、８千円の４０万円、

それと北見広域森林組合に交付するものとしまして、造林面積２．６７ｈａで事業費６３

万２千円、これは補助率２６％で１６万４千円、これら合計で５８７万７千円の計上とい

うふうになります。 

 次に、事業区分３の林業振興一般事業の委託料になりますけども、森林所有者情報整備

業務では、町内の森林所有者の敷地や施業を管理するため、通常ＧＩＳと呼ばれている地

理空間情報システムを活用するもので、１８８万円を計上しております。同じく、その下

の備品購入費では、そのシステムの情報受信機１台とパソコン１台を購入するものとし 

て、１７２万８千円を計上しているものでございます。 

○議長（橋本憲治君） それでは、昼食のために休憩をいたしたいと思います。 

 暫時休憩をいたします。 

 午後１時からご参集願います。 
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休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（橋本憲治君） それでは、定刻になりました。 

 会議を再開いたします。 

 引き続き、２６年度一般会計、商工費から引き続き説明をお願いしたいと思います。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） それでは、１３５ページの商工費になります。 

 ７款、１項、２目の商工業振興費の事業区分１、右側になりますけど、産業観光振興対

策事業の負担金、補助及び交付金の産業観光振興協議会活動費負担金では、観光パンフや

ポスターなど、本町のＰＲなどに広く活用するとともに、本年度から２年間で「訓子府町

四季観光写真コンテスト」を実施することといたしまして、本年度は、新聞社との共催に

よりまして、広告宣伝やポスター作製などの経費として、１５４万１千円増の１，１５４

万１千円を計上しているというものでございます。 

 次に、その下の事業区分２．商工業振興対策一般事業の負担金、補助及び交付金の下か

ら３行目になります。住環境リフォーム促進事業補助金では、個人の住宅のリフォームに

関する支援施策でありまして、２０万円以上の工事に対しまして補助率２０％、限度額２

０万円で、商工会の需要見込みでは４７件を見込みまして、５５０万円を計上しているも

のでございます。 

 その下の訓子府町店舗出店等支援事業補助金では、本年度から新規施策としまして、地

域経済の活性化や地域振興を図るため、店舗の新築や空き店舗活用等の支援を行うという

事業でございまして、補助率３分の２、限度額３００万円としまして１件分を計上してご

ざいます。 

 また、その下の訓子府町店舗改修事業補助金では、これについても本年度からの新規施

策でございまして、既存店舗のリフォームに対しまして支援するもので、２０万円以上の

工事に対しまして、補助率２分の１で、限度額５０万円として、８件分で４００万円を見

込んでございます。 

 次に、１３７ページ、ここから土木費になります。 

 下の表の８款、２項、１目の車両運行管理費の事業区分２．車両運行管理事業では、需

用費の車両消耗品になりますけど、管理車両が土木車両で１２台、それと衛生車両、塵芥

車と軽トラック含みますけども３台、それと一般車両１０台、各課所有の車両が１８ 

台、全部で４３台を所有してございますけども、特にタイヤの購入により、車両消耗品の

増減が大きく変わるということになります。本年度は、土木車両で夏タイヤ４台、衛生車

両で冬用３台、一般車両で冬用５台、各課車両で冬用５台、夏用２台、全車両の夏冬タイ

ヤをあわせまして１９台分の２４８万６千円を占めることになりますけども、車両消耗品

総額では１１０万円増の４７０万円の計上。 

 その下の燃料費につきましては、冒頭でもご説明しましたように、消費税増税の分とガ

ソリンの値上げなど含めまして、大体１３％程度の値上がりになったことから７５９万円

を計上しているものでございます。 

 その下の車両修繕料では、車両消耗品と同様に、車検により毎年増減することになりま
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すので、本年度は、土木車両で４台、衛生車両で２台、一般車両で７台、各課所有車両１

４台、計２７台で約２６０万円を占めることになりますので、車両修繕料全体では１１０

万６千円増の５７７万６千円を計上しております。 

 その下の車検に付随する役務費や公課費の増減についても同様の理由になります。 

 次に、事業区分３．除雪車両運行管理事業の需用費の車両消耗品では、今お話しました

車両消耗品と同様で、除雪車両２台分のタイヤとして３０２万８千円を含んでおりますの

で、２７３万５千円増の５７９万５千円を計上しております。 

 次のページの下の表になりますけども、８款、３項、２目の道路維持費の事業区分１．

町道維持管理事業につきましては、昨年度まで事業区分の町道補修事業１，６５０万円、

それと町道維持管理事業の３，９４５万２千円を分けて計上しておりましたけども、本年

度から町道維持管理事業５，３７６万９千円に統合したというものでございます。 

 そして、この町道維持管理事業の主なものにつきましては、修繕料では町道南１１ 

線、それと西１７号、西３３号の舗装の補修、区画線については、昨年同様、中央の線で

２，１００ｍ、外側線で５，０００ｍ、ドット線で１００ｍを計画してございます。町道

の側溝整備では、豊住線の２４０ｍ、それと西３４号の１２０ｍなどで、修繕料全体で１，

３５５万８千円を計上しております。季節労働者等雇用対策事業として実施するものでご

ざいます。 

 その下の委託料の道路側溝清掃業務では、本年度は市街地の東地区側で集水桝８００ 

個、それと横断管など４００ｍ、あと実践会の横断管で２００ｍの清掃、２６３万２千円。 

 さらに、その清掃で発生する産業廃棄物８０ｔの処理費用として２２４万７千円をあわ

せまして４８７万９千円の計上となっています。 

 次に、事業区分３．町道舗装修繕事業につきましては、工事請負費となる修繕事業を別

の事業区分として分けたもので、２路線ともに路上再生工法、南１２線と相内線ですけど

も、路上の再生工法で実施するもので、南１２線では１，３２０ｍ、７，０００万円、相

内線では５７７ｍ、３，４００万円を計上しております。なお、この相内線につきまして

は、本年度で終了するということになります。 

 次に、３目の道路新設改良費の事業区分、次のページの一番上になりますけれども、２

の旧訓子府駅周辺整備事業では、工事請負費で面的整備を中心に今年は行いますので、面

積的には２．９ｈａの銀河公園の造成工事としまして３千万円を計上、なお、この事業に

つきましても、繰越明許費として３千万円全額、繰越明許で計上させていただきます。 

 次に、事業区分３の末広団地東 1 丁目線等道路整備事業につきましては、工事請負費で

道路改良舗装が１７１ｍ、幅員４ｍ、事業費で１，９００万円、それと補償、補填及び賠

償金で水道管移設補償としまして、３２４万円を計上しております。この事業につきまし

ては、単年度で終了ということになります。 

 次に、事業区分４．若葉町北３条線道路整備事業では、工事請負費では道路改良舗装延

長が６５ｍ、幅員４．５ｍ、事業費で１，２９８万円を計上、この事業についても単年度

で終了となります。 

 次に、４目、橋梁維持費につきましては、昨年度は、委託料で橋梁長寿命化計画策定で

６０６万円がございましたので、その分が減となっております。 

 次に、下の表の８款、４項、１目の河川総務費になります。事業区分１の河川維持管理
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事業の使用料及び賃借料では、機械借り上げで昨年大雨災害の対応で未実施となっており

ました箇所がございますので、実践会要望の普通河川の土砂あげ分などとしまして７４万

８千円増の３６３万６千円を計上しております。 

 次のページの上の表になりますけれども、事業区分２．河川改修整備事業では、現 

在、日出の水上川の流末が北見土地改良区の用水路に接続しているということがございま

して、近年の大雨で土砂流出量が多いということがございますので、その土砂の流出を減

らすために、工事請負費で土砂溜１カ所を設置することとしまして５００万円を計上して

ございます。 

 次に、下の表、８款、５項、１目、公園費の事業区分で１．レクリエーション公園維持

管理事業、需用費の修繕料では、主に身障者トイレ自動ドア修繕で６４万８千円、それと

園内のインターロッキングの修繕延長６０ｍ、幅員２ｍの６０万５千円、それらを含めま

して１４５万３千円を計上してございます。 

 一番下の原材料費では、芝桜の補植用の苗９，５００鉢を考えておりますけども１０４

万３千円、前段の修繕料でご説明したインターロッキングの１２０㎡分４５万５千円、原

材料費合計で１４９万８千円の計上でございます。 

 次のページにまたがりますけれども、備品購入費については、バッテリーカー、これは

導入してから２０年以上が経過していることから、今あります４台を計画的に更新してい

くということとし、本年度は１台分の８０万７千円を計上してございます。 

 次に、その下の事業区分２の各公園等維持管理事業での需用費の修繕料になりますけど

も、これも主なものとしましては、中央公園噴水の再稼働に向けまして、水抜栓の修 

繕、これで１９万３千円、それとポケットパークのトイレの自動ドアの稼働方式の変更修

繕といいますか、それが５４万円などで、修繕料で７９万３千円を計上してございます。 

 次に、下の表になります。 

 ８款、６項、１目の住宅管理費の事業区分１．町営住宅維持管理事業の需用費の修繕料

になります。これは末広団地の屋根塗装２棟７戸８７万７千円、それと退去時の修繕 

で、昨年と同額の１８５万円、ストーブの分解修繕１７台分ですけれども４４万１千 

円、合計３１６万８千円を計上。 

 次のページになりますけれども、委託料の２行目の町営住宅敷地内草刈業務では、例 

年、退去時修繕などで時間を要していることもございまして、草刈り業務の一部を委託す

るものとして４４万円を計上してございます。 

 その下の町営住宅敷地内支障木伐採業務では、団地内の樹木が巨木化したということで

住宅に日差しが入らないという理由がございまして、幸栄団地内公園のニレ４本、末広団

地内のキハダ１本を伐採することとしまして２９万９千円を計上しております。 

 その下の町営住宅敷地内樹木管理業務では、穂波団地内のアカマツの枝が電線に触れて

いるということがございまして、枝払いを行うものとして９万８千円を計上しております。 

 その下の工事請負費の町営住宅周辺整備工事では、幸栄団地内の老朽化した物置６８基

ございますけども、これを計画的に更新するものとしまして、本年度は１６基分の４５０

万円を計上しております。それと日出団地の住宅の前の道路が凍上等で段差や亀裂が入っ

ているということから、それを補修するものとして５５０万円、合計１千万円を計上して

ございます。 



 - 34 - 

 次に、２目の住宅建設費の事業区分１．公営住宅建設事業の工事請負費、末広団地公営

住宅解体工事では、これは昭和３７年と４０年の３棟１２戸の取り壊し費用として８８０

万円を計上しているものでございます。 

 その下になります。末広団地公営住宅建設工事では、１棟３戸で５，６７０万円の計 

上、前段の取り壊しを含めた事業費で６，５５０万円になりますけれども、その内６，１

２５万円分は繰越明許費として、また後で説明させていただきたいと思います。 

 次に、１５１ページ、ここからは、消防費になります。 

 ９款、１項、１目の消防組合費の事業区分でいきますと１．北見地区消防組合負担金と

いうことで、前年対比２５９万９千円の増となっておりますけども、この主な要因につき

ましては、２０１ページ以降にその内訳がありますので、そこで説明していきます。とり

あえず、ここの表にある部分だけ先に説明させていただきます。 

 一番下の３目の災害対策費ですけれども、事業区分１．防災対策事業の需用費の消耗品

費では、訓子府町緊急物資備蓄ガイドラインに基づきまして、災害用備品、災害用アルフ

ァ米、被災者用防寒着、それと投光器、ヘルメットなどで７７万７千円となってございま

す。それと災害時用の職員の統一作業着９５着と防災キャップ９５個、１４０万６千円な

ど、あわせまして２３４万７千円を計上しております。 

 その下の委託料では、防災等情報メール配信システム導入業務となっておりますけど 

も、これは国の防災対策の中で「大規模災害等への対応体制強化」として、平成２６年度

までに全国瞬時警報システムの自動起動機を整備しなさいということがされておりますの

で、それに基づきまして、本町では、メール配信システムの選択ということがございまし

て、それを導入することで、９７万２千円を計上してございます。 

 その下の備品購入費の施設用備品では、災害用備蓄品としまして発電機３台、避難所の

ストーブ３台、蓄電池３台、あわせて１２２万９千円、それと防災情報共有システムのパ

ソコン１台、これは更新することになりますけども１４万７千円、あわせて１３７万６千

円を計上しております。 

 次に、それでは、消防組合費の詳細を説明いたしますので２０１ページ、なお、消防組

合費の事項別明細の事業区分につきましては、先にもお知らせしておりますけども、消防

組合の予算項目の名称に沿っておりますので、従来通り○○費や○○経費となっておりま

すけども、これについては、消防費のみご理解をいただきたいと思います。 

 それでは、３目の訓子府消防支署費の事業区分１．職員給与費では、職員の昇給で給 

料、職員手当、共済費で８６万７千円増の１億２４４万６千円となってございます。 

 次に、事業区分２．消防行政一般経費では、下のほうの負担金、補助及び交付金の負担

金というところがございますけども、これは酸素欠乏危険作業主任者技術講習会、これに

２名、それと硫化水素危険作業主任技能講習会に２名、それと小型重機運転業務特別講習

会に２名、それと刈払い機取扱作業安全衛生教育講習で４名の負担金として１１万９千円

増の１５万６千円の計上となってございます。 

 次のページの事業区分６になります。消防業務費の備品購入費では、トランシーバー５

台で１５万３千円、それと小型発電機１台で７万４千円の合計２２万７千円を計上してお

ります。 

 次に、２０５ページ、３目になりますけども、今度は訓子府消防団費です。事業区分１．
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消防行政一般経費の負担金、補助及び交付金では、本年度は訓子府消防１００年記念事業

交付金として１３９万９千円を見込んでおります。主に、その経費分が増になってござい

ます。 

 主な行事としましては、記念式典、祝賀会、記念誌の発行、消防ランドというイベント

ですけども開催、それと津野町消防団演習への参加などを予定しているものでございます。 

 次に、事業区分３．消防業務費の需用費、消耗品費では、昨年度までの古い型の防火衣

の更新を取りやめまして、団員に新型防火衣７０着を２年計画で更新というか、揃えてい

くということで、本年度分は３５着分を整備するもので、消耗品費では、防火衣関係で１

３７万６千円増の１７２万８千円を計上しているものでございます。 

 次に、事業区分５．消防団員活動費の旅費になりますけども、大きくは昨年度のポンプ

操法大会出動分でございまして、１０９万２千円の減、それと幹部会議３６万８千円は１

００年記念事業費で計上、さらに、出動率の見直しなどで、旅費全体で１９６万７千円減

の６７９万９千円を計上しているものでございます。 

 次に、事業区分６の消防団活性化推進事業費、これも需用費の消耗品になりますけど 

も、昨年度のポンプ操法大会用品の２５万円分を主なものとしまして、２７万１千円減の

６３万５千円を計上、さらに昨年度は、ポンプ操法大会用のホースや管そうなどの備品も

５１万２千円が減となっているという、これは補正予算の中でも説明させていただいたも

のでございます。 

 次に、２０７ページの２段目の表になります。 

 ３款、３項、３目の訓子府消防施設費の事業区分１．車両維持経費の需用費になります

けども、修繕料では、これは車両の車検及び１号車のはしご昇降装置改修などで３４万１

千円増の１１８万５千円の計上となっています。 

 次に、その下の事業区分２．消防施設維持管理経費の委託料の指令システム改修業務委

託料ですけども、これにつきましては、今、搭載しておりますナビゲーションみたいなや

つですけども、今回、高速道路の開通によりまして、指令システムの地図を変更しなけれ

ばならないということで、全車の地図変更に伴いまして、１１４万９千円を計上しており

ます。 

 次に、３段目の表になりますけども、４款、１項、２目の利子の事業区分１．消防組合

債償還利子では、消防無線のデジタル化に伴う借入金でして、これも補正予算の中で若干

説明しておりますけども、昨年借入分の財政投融資資金で４，９４０万円、これは利率３ 

％、それと地方公共団体金融機構資金で５，０７０万円、これは利率３％、これから起債

を起こすことになりますけども、５月になると思いますけども、地方公共団体金融機構資

金で１，４６０万円、これも利率３％、この３本になるわけですけども、昨年借入した２

本については、利率が３％から０．４％に減ったということがありまして、その分が利息

として補正でもご説明しましたけども減額となっているという部分でございます。それで

２１６万４千円減の８３万１千円を計上してございます。 

 なお、この残りの 1 本、これから借入する分については、まだ借り入れが行われていな

いことから、予算上は３％のままで計上しておりますけども、借入時に利率の変更があっ

た場合は、後で補正の対応になるということでございます。 

 それでは、次に、１５３ページに戻っていただきまして、ここからは、教育費になりま
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す。 

 教育費の１５５ページをお開き願いたいと思いますけども、１０款、１項、２目の事務

局費の事業区分４．学校教育等一般事業の負担金、補助及び交付金の第９地区教科用図書

採択教育委員会協議会負担金では、小学校が平成２７年、中学校が平成２８年に教科書が

改訂されますので、第９地区の協議会を立ち上げ、そのための負担金として、５万１千円

を計上しているものでございます。 

 その５行下の北海道訓子府高等学校教育振興会議交付金では、主に修学旅行の支援対策

を新しく盛り込んだということで１０８万円増の９２７万８千円を計上してございます。 

 その下の訓子府小学校開校１００周年記念事業協賛会助成金では、記念式典、それと祝

賀会、記念誌発行等の事業に対する助成で１００万円を計上してございます。 

 その下の第６５回北海道中学校軟式野球大会補助金では、本町と北見市を会場に開催さ

れることになっておりますので、それに伴う補助金として１０万円を計上しております。 

 その下の北海道北見工業高等学校創立５０周年記念事業協賛金では、昨年の柏陽高校と

同様に１０万円を計上してございます。 

 次に、１５７ページの下の表になりますけども、１０款、２項、１目の学校管理費の事

業区分１．臨時講師配置事業では、賃金で特別教育対象の児童が小学校から中学校に入学

するということで、支援員１名１９７万７千円減の８２４万８千円の計上、これによ 

り、訓小では臨時講師が２名、支援員１名、居武士では臨時講師兼支援員が１名の配置と

いう状況になっております。 

 次に、一番下の事業区分２．学校保健・安全対策事業の、これは次のページにまたがり

ますけれども、需用費の修繕料では、執行方針の中にもございましたけれども、フッ化物

洗口の洗浄用シンクを設置することとして２５万１千円を計上してございます。 

 次に、事業区分３．学校維持管理事業の委託料の校舎等特別清掃では、主に本年度は訓

小の２階を中心として、体育館・食堂など、居武士では２階と食堂などの特別清掃を行う

ものとしまして、昨年度に比べて清掃面積が増えることもありまして６９万１千円増の２

３０万９千円の計上となっております。 

 その下のグラウンド整備業務では、５年に一回程度グラウンドの表層処理を行うもの 

で、訓小で面積でいいますと１万４，８４５㎡、居武士で９，９２９㎡、これを表層処理

をするということで、１２１万７千円を計上しております。 

 その下のほうになりますけれども、工事請負費では、訓子府小学校屋根改修工事で、低

学年棟屋根の雨漏り防止のためのシート防水工事を行うものとして２，０８４万４千円を

計上しております。 

 次に、１６１ページの上のほうになりますけども、事業区分４．学校一般管理事業の賃

金では、小学校の準職員扱いの臨時職員が異動になることから、新たに臨時職員を採用す

るものとして、１５７万３千円の賃金を計上しております。 

 次に、２目の教育振興費の事業区分１．教育振興事業の備品購入費では、スクールバン

ドの楽器としまして、コルネット、アルトホルン、ユーフォニアム、各 1台７５万円です。 

 その下の特別教科用教材では、体育用の跳び箱とそのシート、それと特別支援学級用の

教材として、ボールプール、知能検査コンプリートセットなどで５７万３千円の計上でご

ざいます。 
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 その下の負担金、補助及び交付金の教育振興事業交付金では、演劇鑑賞と音楽鑑賞を毎

年中学校と交互に実施しておりますけども、本年度は小学校が音楽鑑賞となるため１５万

円減の１０５万円の計上となります。 

 次に、一番下の段になりますけども、事業区分３の就学援助・奨励事業、これ次のペー

ジになりますけれども、扶助費の要保護・準要保護児童就学援助費では、要保護３名、準

要保護４１名、本年度は給食費の値上げもございまして、３２万２千円増の３５１万６千

円を計上しております。 

 その下の特別支援学校交通費助成では、これは道立特別支援学校の寄宿舎に入っている

子どもたちの帰省費として、タクシー利用経費で、帯広盲学校で２名、それと新たに北見

の支援学校に通学する児童１名分の通学費であわせて７０万３千円を計上しております。 

 次に、下の表になります。 

 １０款、３項の中学校費、１目、学校管理費です。臨時講師配置事業の賃金では、特別

支援学級の生徒が増えることから、特別学級支援員１名を増員するもので、１９７万７千

円増の４１２万４千円を計上、これにより、中学校では臨時講師１名、特別支援員１名の

体制というかたちになります。 

 次に、事業区分３の学校維持管理事業の下のほうになりますけども、委託料、これまた

次のページにまたがりますけども、次のページの上の方の校舎等特別清掃業務、本年度は

トイレ関係の清掃、２階の清掃とワックスなどで６０万円減の１０２万４千円の計上でご

ざいます。 

 その下のグラウンド整備業務では、これは小学校のところでもお話しましたように、５

年に一度程度グラウンドの表層処理ということで、面積で１万９，４４５㎡で８９万７千

円を計上しております。 

 その下の使用料及び賃借料では、昨年はグラウンドの排水処理の重機借り上げ４４万１

千円を見ておりましたけども、今回はその分がないので、大きく減っているというかたち

になろうかと思います。 

 次に、その下の事業区分４．学校一般管理事業の備品購入費では、パソコン教室のイス

の更新で３２脚で７９万円、それと一般工具の４万円、あわせまして８３万円を計上して

おります。 

 次に、２目、教育振興費の事業区分の１．教育振興事業の備品購入費では、吹奏楽用楽

器として、ユーフォニアム１台、シンバル１台で４９万１千円。 

 それと特別教科用教材では、琴セット２台とスタンド１台、それと技術科のベルトディ

スクサンダーを４台、それと柔道用畳１６枚などで１１８万円でございます。部活動用品

では、サッカーゴール１台として３６万円を計上しております。 

 次のページの上のほうになりますけれども、事業区分２の就学援助・奨励事業の扶助費

の特別支援教育就学奨励費では、特別支援学級在籍者が７名から１１名に増えるというこ

とと給食費の値上げによりまして、１１万４千円増の１２１万７千円を計上しております。 

 その下の要保護・準要保護生徒就学援助費では、これは要保護１名、準要保護２２名分

で２６４万５千円を計上しております。 

 その下の特別支援学校交通費助成では、これは先ほどの小学校と同じで、帰省の助成で

すけども、旭川ろう学校１世帯２名分で３３万２千円を計上しております。 
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 次に、下の表になります。 

 １０款、４項、１目、幼稚園費の事業区分１．幼稚園運営事業の賃金では、期限付専門

職員として、先ほど支援センターでもちょっとお話しましたけども、幼稚園園長の給料支

出科目を報酬と報償費から賃金に統一したということによりまして、２７６万７千円を計

上。これについても待遇等は今までと地位も変わらないということで、ご理解いただきた

いと思います。 

 それと保育指導員では、預かり保育の５歳児を１クラスにするということによりまして

２０５万９千円減の７８５万７千円を計上しております。 

 それと保育補助員では、支援を要する児童が１人増えるということによりまして、支援

員１名分の１３７万３千円増の６７６万７千円を計上ということです。 

 次のページの中ほどになりますけれども、備品購入費、これは洗濯機１台分１０万円を

計上しております。 

 次に、一番下になります。 

 ２目のこども園費の事業区分１．こども園建設事業の委託料ですけども、これはこども

園建設にあたりまして企画設計の提案をしてもらう、いわゆるプロポーザル方式というこ

とですけども、参加提案者の技術提案料として、５４万円を計上してございます。 

 次に、１７１ページの下の表になります。 

 １０款、５項、１目の社会教育総務費の事業区分３．青少年教育推進事業の賃金、生涯

学習アドバイザーでは、昨年度まで、学校支援地域本部アドバイザーという名称でござい

ましたが、学校教育支援をメインとしておりましたが、本年度から、教育相談の充実や放

課後児童、若がえり学級などの事業も取り入れますので、週４時間を増やすこととしまし

て、７４万９千円増の１７８万７千円を計上しております。 

 その下の報償費では、昨年度まで、講師謝礼をその下のボランティア謝礼含めて１本で

計上しておりましたが、今回、分けさせてもらいまして、講師謝礼とボランティア謝礼に

分けて計上したもので、講師謝礼では、竹の子とみつばち両クラブ合同の演劇鑑賞や体験

活動を行うことと、それと新しく子供会リーダー研修として１週間程度の通学合宿事業を

新規に取り入れるなどすることで８万２千円増の２９万２千円となってございます。 

 一方、ボランティア謝礼では、みつばちクラブの介助ボランティア謝礼になりますけれ

ども、本年度から長期休業中の利用時間延長も行いますので、４万２千円増の２９万２千

円を計上しております。 

 その下の需用費、次のページの一番上になりますけども、賄材料費では、本年度新たに

行う、これは通学合宿にかかる朝晩の食事料というふうに思っていただければと思います。

１８万円の計上でございます。 

 その下の負担金、補助及び交付金の３行目、産業後継者教育推進協議会交付金では、昨

年度、訓子府町のまちづくりを考える異業種の若者たちが自主的に立ち上げました組織が

ありますけども「Ｉ倶楽部」というのがありますけれども、これの道内研修にも支援する

ということも含めまして、２０万円増の１２０万円を計上しております。 

 次に、事業区分４．成人教育推進事業の報償費では、本年度から新規事業として地域の

生活課題等の解決、それと学習を進めるために「くんねっぷ巡回講座」と町民共通の課題

や地域課題の解決に向けて町民が主体的に考える場としての「くんねっぷ未来づくり大会」
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の講師謝礼として３６万円増の８８万５千円を計上しております。 

 次に、事業区分５．高齢者教育推進事業の旅費につきましては、本年度は２年に１度の

修学旅行の年になります。学級生の高齢化が進んでいることもありまして、安全面を考慮

して２年前、予算なかったんですけども、急きょ行くような状況になるということがあり

まして、今年はぜひというのがありまして、確かにみんな高齢化しておりますので、何が

あるかわからんということもありまして、１名分の引率者として、１５万４千円増の１８

万３千円を計上しております。 

 次に、事業区分６の芸術・文化振興事業の報償費ですけども、この講師謝礼では、主に

くんねっぷ歴史館開館１０周年記念事業の一環として、講座及び講演の講師謝礼として３

０万円増の３３万４千円を計上しております。 

 その下の各種芸術・文化事業報償金では、音楽の広場の４０回を記念しまして、特別出

演を依頼することを計画しておりますけども、１１万円増の２２万５千円を計上。 

 次のページの負担金、補助及び交付金の一番下になりますけども、町民芸術劇場実行委

員会交付金では、町民芸術劇場は、町民に芸術の鑑賞の機会を設けるため隔年実施してき

ておりますけども、その隔年度の本年度になりますので、４０万円の計上をしているとこ

ろでございます。 

 次に、１７７ページ、右側の事業区分９．社会教育一般事業の社会教育中期計画策定委

員謝礼では、策定委員１５人で６回分の謝礼としまして１８万円を計上しております。 

 その上の講師謝礼では、この計画のアドバイザーとして、大学の教授に依頼することと

しまして、８万円を計上しております。 

 次に、２目の公民館費、事業区分１．公民館維持管理事業の委託料、一番下になります

けども、舞台吊物等点検業務では、これは利用者の安全を確保するために照明器具の保守

点検、これは概ね５年毎にやっておりまして、緞帳
どんちょう

の巻き取り機につきましては、１０年

ごとに実施しているというもので、本年度１４２万３千円を計上しております。 

 次のページの上から３行目になりますけども、備品購入費の施設用備品ですけども、こ

れはブルーレイレコーダー１台、それとワイヤレスマイク２本、カラオケの電子目次で１

９万３千円を計上してございます。 

 次に、３目の図書館費、事業区分１．図書館業務コンピュータ及び北見地域ネットワー

ク事業の委託料ですけれども、昨年度で北見地域横断検索システムが終了するということ

から、これによりまして保守契約の変更に伴い２１万２千円、また、保守対象機器の変更

による再契約として１０万８千円をあわせて３２万円の計上としてございます。 

 その下の使用料及び賃借料では、コンピュータ機器がリース終了によりまして無償とな

ったということがございまして、蔵書検索システムのみの借り上げ料として３２万４千円

を計上しております。 

 次に、事業区分２になりますけども、図書館活動事業の賃金、これは人件費対象の準職

員扱いの臨時職員がございましたが、その方の退職によりまして、新たな短期事務補助員

賃金として１５３万４千円増の４０８万５千円を計上しております。 

 その下の報償費講師謝礼では、開館３０周年記念事業としまして、直木賞作家の記念講

演を計画しておりますので、それの講師の謝礼として５３万円増の６８万円を計上してお

ります。 
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 次に、１８１ページ、上の表になります。 

 事業区分４．図書館整備事業ですけども、図書館の建設に向けて振興計画に基づく利用

を図るために、北海道電力の用地６３４．７８㎡を求めることとしまして、公有財産購入

費で１８０万円の計上。また、その上の工事請負費については、購入する土地に建物が建

っておりますので、これの取り壊し費用としまして２３７万６千円を計上しているもので

ございます。 

 次に、１０款、６項、１目の保健体育総務費、次のページにまたがりますけども、事業

区分でいけば２．社会体育活動推進事業の報償費、講師謝礼では、新規愛好者を増やすた

め中高年を対象にゲートボール教室、パークゴルフ教室、ソフトテニス教室を開催するこ

ととしまして、６万４千円増の６９万２千円を計上しております。 

 その下の委託料、各種教室・事業講師派遣では、従来の事業に加え、新たに高齢者のた

めのスポーツセミナー講師派遣や中・高生のための正しいトレーニングの仕方を学ぶトレ

ーニング講習会を計画しておりますので、３３万４千円を計上してございます。 

 その下の負担金、補助及び交付金の３行目になりますけども、網走管内スポーツ少年団

水泳大会が本町当番で開催されることがございまして、その補助金として５万円の計上で

ございます。 

 その４行下の大会派遣費では、本町の野球チームの商工クラブが昨年９月に開催されま

した第２０回記念全日本選抜早起き野球大会北海道予選会で３位になったということがご

ざいまして、本年度、前橋で行われます全国大会へ出場するための派遣費として２０万円

増の３９万円を計上しているものでございます。 

 次に、その下の体育施設費の事業区分１．スポーツセンター維持管理事業の賃金ですけ

ども、受付事務員賃金を予定しておりましたけども、昨年度、職員の配置がございました

ので、その分が不要になったことから、７０万５千円減の２７０万３千円を計上しており

ます。 

 その下の需用費の修繕料ですけども、主に電気暖房の放熱部分の部品の更新、それと玄

関灯の更新、隔年実施のアリーナのウレタン塗装などで１１４万５千円の計上となってお

ります。 

 次のページ、備品購入費です。施設用備品ですけれども、今回は、ランニングマシン１

台、それとポータブルワイヤレスアンプ１台、これで８５万４千円を計上しております。 

 次に、事業区分２の温水プール維持管理事業の需用費の修繕料で、これは主に濾過ポン

プ取り換えで１２９万６千円、それと機械室のデジタル温度計８台ありますけれども８９

万７千円、それと屋上屋根防水修繕、５５㎡で６５万６千円、それと採暖室ベンチ取り換

えが３１万９千円、これなどあわせまして３５８万３千円の計上となっております。 

 その下の委託料の一番下になりますけども、プール天井裏調査業務では、天井の崩落防

止確認を概ね３年ごとに実施しておりますけども、今年がその年になりますので、２６万

円を計上させていただいております。 

 次に、事業区分３．屋内ゲートボール場維持管理事業では、次のページの一番上になり

ますけど、修繕料のところです。これも概ね３年に一度、競技コートの整正を行うものと

しまして、３２万４千円増の３５万４千円を計上しております。 

 次に、その下の事業区分４の屋外運動施設維持管理事業の一番下のほうになりますけれ
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ども、使用料及び賃借料の中で、主に野球場、ソフトボール場、パークゴルフ場、中学校

南側、裏側になりますけども、河川敷の目土と融雪剤散布の機械借上料としまして５６万

１千円増の９０万８千円を計上しております。 

 次のページ、上のほうになりますけれども、事業区分５．スポーツセンター耐震補強事

業の委託料、これにつきましては、この施設は昭和５６年以前の建築物に対して耐震診断

の必要があるということから、このスポーツセンターは昭和５３年建築ですので、さらに

大断面を有しているということもございまして、スポーツセンターの耐震診断調査を実施

するというもので、５０１万２千円を計上しております。 

 次に、３目の給食センター費の事業区分２．給食調理事業の需用費、これは賄材料費で

すけども２，７６９万７千円、この中に本年度から毎年１１月１日、防災の日に防災カレ

ーを出すこととし、本年度に限り、幼稚園・小学校・中学校４９０食の２回分、今年だけ

２回分です。あとは備蓄したものが出てきますので、今回、今買って１１月に消化すると

いう、そのあとまた買うという意味で、小中学校４９０食の２回分で、備蓄用防災カレー

として賄材料費に含んで計上しています。来年度以降は１回分ということになります。 

 事業区分３．給食センター維持管理事業の次のページ、中段くらいになりましょうか、

備品購入費の厨房備品、これは全自動洗米機１台、包丁まな板殺菌庫１台、ごはん保温庫

２台、捕虫器１台、合計で１１６万７千円を計上しております。 

 次に、１９３ページの１１款の公債費になります。 

 事業区分１の長期債元金償還ですけども、昨年度は１２事業に対する借入３本分の起債

が終了した。元金１，１４８万円減で５億３，８４１万５千円の計上となります。 

 その下の事業区分１の長期債利子償還では、これは元金に付随する利子でございまし 

て、７６６万９千円の減の５，７８５万７千円の計上となっております。 

 次に、１９７ページ、１３款、給与費になります。 

 ここでは、特別職３人と一般職８８人、新規採用４人と今回事務職員からの採用３人含

みますけども、その他の１人分は水道会計計上となります。人件費を計上しております。

前年度と比べまして一般職で１名の減、給与費全体で１，９４６万２千円減となりまして

７億７，０１２万７千円の計上となってございます。 

 また、この給与費には、選挙費の職員手当、議員や各種委員の報酬等は入っておりませ

んので、人件費総体につきましては、２１８から２２２ページの給与費明細書を添付して

ございますので、後ほどご覧をいただきたいと思っています。 

 なお、この明細書は、地方自治法に基づく書式でありまして、報酬、給料、手当、共済

費などのほか、手当の種類ごとに前年との比較ができるように調整しているものでござい

まして、改めて後で見ていただければと思います。 

 続きまして、２１１ページ、これまでにご決定をいただいた債務負担行為に本年度分を

加えた調書でございまして、２１６ページの計の欄にありますように、本年度以降の支出

予定額は、１億７，４８５万２千円となっているものでございます。そのうち一般財源と

しては、１億４，５４５万８千円が必要となっている。そういうような表であります。 

 なお、本年度分の支出予定額４，３１９万９千円の詳細につきましては、説明資料の２

６ページ以降に一覧でまとめておりますので、後ほどご覧をいただければと思います。 

 続きまして、２１７ページ、この表は地方債の年度末現在高に関する調書でございまし
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て、合計欄の右側にございますように平成２６年度末の現在高見込み額は、４６億６，５

９１万３千円となってございます。 

 以上、一般会計の総額を４１億５，４７０万円とします平成２６年度の一般会計予算案

について、ご説明いたしました。 

 時間の関係もございまして、ちょっと長くはなりましたけども、詳細の説明はできませ

んでしたけれども、厳しい財政状況の中ではありますけれども、結果的に「町民にやさし

いまちづくり」を着実に実行するための施策に重点的に予算付けするなど「まちづくりと

財政健全化を両立させ、行財政の均衡を図る」ことに重点を置き予算編成にあたりました。 

 なお、説明不足の点につきましては、お詫びを申し上げ、後は特別委員会等の質疑の中

で補足説明とさせていただきますので、ご審議の上、決定いただきますようよろしくお願

い申し上げるものでございます。 

○議長（橋本憲治君） ここで、午後２時１０分まで休憩をしたいと思います。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１０分 

 

○議長（橋本憲治君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 議案第８号 平成２６年度訓子府町国民健康保険特別会計予算についての提案理由の説

明を求めます。 

 福祉保健課業務監。 

○福祉保健課業務監（渡辺克人君） それでは、各会計予算書の２２３ページをお開き願

います。 

 議案第８号 平成２６年度訓子府町国民健康保険特別会計予算につきまして、別冊の予

算案の説明資料を含めて、ご説明させていただきます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 その上段に、国民健康保険会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について、記載

しております。 

 まず、歳入でありますけれども、国保税につきましては、現行税率により計上しており

ます。 

 国庫支出金及び療養給付費等交付金につきましては、保険給付費を基礎として積算した

額を計上しております。 

 道支出金につきましては、北海道の調整交付金等を計上しております。 

 ６５歳以上７５歳未満の前期高齢者に対する交付金として、前期高齢者交付金を計上し

ております。 

 一般会計繰入金につきましては、従来からのルールによる繰り入れのほか、財源調整に

要する財政調整基金の不足額の補てん分を繰入金として計上しております。 

 次に、歳出でありますが、前年度の医療費実績見込み等から推計いたしまして、保険給

付費及び介護保険第２号被保険者にかかる介護納付金等を計上したほか、前期高齢者納付

金、後期高齢者支援金等、保健事業費では、特定健診等にかかる費用を計上しております。 
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 なお、老人医療費拠出金につきましては、老人保健制度の廃止に伴い、過年度精算分の

みの計上としております。 

 資料９ページをお開きいただきたいと思います。 

 ９ページの下から３行目には、国保会計の財政調整基金保有状況を記載しております。 

 平成２０年度末から基金は底をついている状況でありますが、今年度につきましても従

来どおり一般会計から繰り入れる普通交付税に算入されております財政安定化支援分３２

２万８千円と預金利子１千円を積立し、平成２６年度末の保有見込額は、一番右側に記載

しております３２２万９千円となる見込みであります。 

 また、同じ資料の２９ページから３３ページにわたり、国保会計の概要をそれぞれ記載

しておりますが、この資料の内容につきましては、説明は省略させていただきます。 

 それでは、予算書の２２３ページに戻りまして、内容をご説明申し上げます。 

 議案第８号 平成２６年度訓子府町国民健康保険特別会計予算の第１条では、予算の総

額を歳入歳出それぞれ９億５，６５０万円と定めるものであります。この予算は、前年度

当初と比較しまして３，３１０万円、約３．６％の増額計上となっております。 

 第２条では、一時借入金の借入限度額を前年度同額の３千万円と定めるものであります。 

 第３条では、歳出予算の流用についての定めでありますが、保険給付費の各項の予算に

過不足が生じた場合の流用の方法について、従来と同様に定めるものであります。 

 次に、２２４ページから２２９ページにつきましては、款項ごとにそれぞれ額を記載し

ておりますので、ご覧いただくこととしまして、２３２ページ以降の事項別明細書によっ

て、その特徴的なものに限って説明させていただきますので、あらかじめお許しをいただ

きたいと思います。 

 はじめに、２３２ページの歳入から説明させていただきます。 

 見開きで左側が款、項、目、右側のページが節以下、説明を載せてございますので、両

方のページを見ながらお聞きいただきたいと思います。 

 まず、２３２ページの第１款、国民健康保険税、第１項、第１目の一般被保険者国民健

康保険税でありますが、総額では、前年度比４，４１３万２千円減の２億３，６１５万円

を見込んでおります。 

 ２３３ページの１節、医療給付費分現年課税分につきましては、世帯数で９７３世 

帯、被保険者数は、２，３４５人を見込んで現行税率により算定し、その額から低所得者

軽減分、限度額超過分などを差し引きし、収納率を９８％と見込んで１億７，２５７万８

千円を計上しております。 

 ２節の医療給付費分滞納繰越分につきましては、前年度同額の１００万円を計上してお

ります。 

 次に、３節の後期高齢者支援金分現年課税分につきましては、一般被保険者の国民健康

保険税と同様の計算式に基づき算出し、４，３４０万２千円を計上しております。 

 次に、５節の介護納付金分現年課税分につきましては、世帯数で５６４世帯、被保険者

数は８５７人を見込んで、一般被保険者の国民健康保険税と同様の計算式に基づき、１，

９１６万８千円を計上しております。 

 次に、２３２ページ下段から２３５ページの第２目の退職被保険者等国民健康保険税で

ありますが、総額では前年度比１４８万６千円減の４８３万６千円を見込んでおります。 
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 ２３３ページ下段の１節、医療給付費分現年課税分につきましては、世帯数を３１世 

帯、被保険者数は７９人と見込んで一般被保険者の国民健康保険税と同様の計算式に基づ

き算出し３２２万４千円を計上しております。 

 次に、２３５ページの３節、後期高齢者支援金分現年課税分につきましても、一般被保

険者の国民健康保険税と同様の計算式に基づき算出し、７８万９千円を計上しております。 

 次に、５節の介護納付金分現年課税分につきましては、世帯数で５６世帯、被保険者数

は７７人を見込んで一般被保険者の国民健康保険税と同様の計算式に基づき８２万円を計

上しております。 

 ここで、２３３ページに戻っていただきまして、一般被保険者国民健康保険税の３ 

節、後期高齢者支援金分現年課税分の被保険者均等割額に載っております２，３４５帯と

書いてありますけど、人ということで訂正をお願いしたいと思います。申し訳ございませ

ん。 

 次に、２３４ページ下段の第２款、国庫支出金、第１項、国庫負担金、第１目の療養給

付費等負担金につきましては、補助対象医療費等の３２％相当額が国から交付されるもの

ですが、現年度分、過年度分あわせて前年度と比較して１，４２２万７千円増の１億８，

０１７万９千円を計上しております。第２目の高額医療費共同事業負担金につきましては、

高額医療費拠出金に対する国の負担分４分の１の７６８万２千円を計上。第３目の特定健

康診査等負担金につきましては、特定健診の対象経費の国負担分３分の１の１０７万４千

円を計上しております。 

 次に、２３６ページの第２項、国庫補助金、第１目、財政調整交付金でありますが、こ

のうち財政力格差調整のため交付されます普通調整交付金につきましては、前年度不交付

となっており、平成２６年度においても見込めないことから、特別調整交付金のみ１３１

万８千円を計上しております。 

 次に、第３款、第１項、第１目、療養給付費等交付金につきましては、退職者医療制度

の財源で、各保険者の拠出により賄われ社会保険診療報酬支払基金から交付されるもので

すが、前年度比１，３８５万２千円増の４，４９５万４千円を計上しております。 

 次に、第４款、第１項、第１目、前期高齢者交付金につきましては、保険者間の６５歳

以上７５歳未満の前期高齢者の偏在による不均衡を各保険者の加入者数に応じて財政調整

するための交付金として、前年度比２，２８３万９千円減の１億４，４４０万６千円を計

上しております。 

 次に、第５款、道支出金、第１項、道負担金、第１目の高額医療費共同事業負担金につ

きましては、高額医療費拠出金に対する道負担分４分の１の７６８万２千円を計上、第２

目の特定健康診査等負担金は、国庫支出金と同様に、特定健診の対象経費の道負担分３分

の１の１０７万４千円を計上しております。 

 次に、第２項、道補助金、第１目の調整交付金につきましては、国からの財源移譲分を

一定のルール計算により調整交付金として交付されるもので、普通調整交付金は、前年度

比２５６万７千円増の３，５１３万７千円を計上、特別調整交付金につきましては、平成

２４年度からの定率国庫負担金の減額分の激減緩和措置として、平成２６年度までの３年

間、特別調整交付金として交付されますことから、平成２４年度の交付実績額等を勘案し

まして、前年度比８８６万３千円増の９４７万９千円を計上しております。 
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 次に、２３８ページ、第６款、第１項、第１目の共同事業交付金につきましては、１件

８０万円を超える医療費を対象として、国保連合会が行う高額医療費共同事業により１０

０分の５９が交付されるもので、過去の実績を勘案して、前年度比６２万５千円減の３，

０７３万１千円を計上しております。 

 第２目の保険財政共同安定化事業交付金につきましても、１件３０万円から８０万円ま

での医療費を対象とし、医療費実績などにより、国保連合会に拠出し、交付を受けるもの

で、前年度比８８万７千円減の９，７２３万１千円を計上しております。 

 次に、第７款、財産収入、第１項、財産運用収入、第１目の利子及び配当金につきまし

ては、財政調整基金の利子として１千円を計上しております。 

 次に、第８款、繰入金、第１項、基金繰入金、第１目の財政調整基金繰入金につきまし

ては、前段ご説明申し上げたとおり平成２０年度末から基金は底をついている状況である

ことから、１千円の科目計上としております。 

 次に、第２項、他会計繰入金、第１目の一般会計繰入金のうち、１節の保険基盤安定繰

入金は、前年度実績額により、保険税軽減分１，８９９万６千円と保険者支援分５６８万

８千円をあわせて２，４６８万４千円を、２節の出産育児一時金繰入金は６１６万円 

を、３節の財政安定化支援事業繰入金は、昨年度の普通交付税措置実績額の３２２万８千

円を、それぞれ町の負担分として繰り入れするものであります。 

 ４節のその他一般会計繰入金につきましては、国の普通調整交付金が見込めないところ

ですが、国保税及び前期高齢者交付金の減等によりまして、国保会計の財源補てん分繰入

金は、前年度比６，２１１万１千円増の１億１，６９５万６千円、国保会計を運営するた

めの事務費等に要する経費として２８７万６千円を計上しております。 

 次に、２４０ページの一番下の第１０款、諸収入、第３項、第６目の雑入につきまして

は、特定健診にかかる自己負担額等の計上ですが、特定健診については、受診率向上を目

指し、集団健診に加え、自己負担分を受診した医療機関に直接支払う個別健診と、医療機

関から検査数値を提供していただく、みなし検診も実施することとし、平成２６年度は総

体で７５０名のうち集団健診を６００名、個別健診を１００名、みなし検診を５０名と見

込みまして、集団健診６００名のうち、誕生健診の５８名を除く、５４２名分の６５万円

を計上しております。 

 次に、歳出について、説明させていただきます。２４２ページをお開き願います。 

 まず、第１款、総務費、第１項、総務管理費、第１目の一般管理費及び第２目の連合会

負担金につきましては、国保一般事務に要する経費として、あわせて７１２万４千円を計

上しております。 

 なお、１目の２５節、積立金では、財政調整基金積立金として、財政安定化支援事業分

と基金利子分をあわせて３２２万９千円を計上しております。 

 次に、第２項、徴税費及び第３項の運営協議会費につきましても、徴収事務及び運営協

議会の事務的経費として、それぞれ４０万３千円と１１万８千円を計上しております。 

 次に、２４４ページになります。 

 第２款、保険給付費、第１項、療養諸費の積算につきましては、前年度の給付支払実績

から推計し、計上しておりますので、ご理解をお願いしたいと思います。 

 まず、第１目の一般被保険者療養給付費は、前年度比１，７００万円増の５億１，４０
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０万円を計上。第２目の退職被保険者等療養給付費は、前年度比９７０万円増の３，２０

０万円を計上しております。第３目の一般被保険者療養費は、前年度同額の７００万円。

第４目の退職被保険者等療養費も、同じく前年度同額の３０万円を計上しております。第

５目の審査支払手数料は、前年度の支払見込額から推計し１７３万４千円を計上しており

ます。 

 次に、第２項、高額療養費につきましても、療養諸費と同様に前年度の実績により推計

し計上しております。第１目の一般被保険者高額療養費は、前年度比５００万円増の５，

４００万円を計上、第２目の退職被保険者等高額療養費は、前年度比３７０万円増の６０

０万円を計上しております。第３目の一般被保険者高額介護合算療養費は、前年度同額の

１００万円を計上しております。 

 また、次の２４６ページ、第４目の退職被保険者等高額介護合算療養費につきまして 

も、前年度同額の６万円を計上しております。 

 次に、上から３段目の第４項、出産育児諸費、第１目の出産育児一時金につきまして 

は、前年度実績から２人増の２２人分、９２４万円を計上しております。 

 第２目の支払手数料につきましては、出産育児一時金について、直接、医療機関へ支払

う場合に、その支払業務を委託している国保連合会に対する支払手数料として２２人分の

５千円を計上しております。 

 次に、第５項、葬祭諸費、第１目の葬祭費につきましては、前年度同額の１６件分８０

万円を計上しております。 

 次に、２４８ページの第３款、後期高齢者支援金等、第１項、第１目の後期高齢者支援

金拠出金につきましては、後期高齢者医療制度の財源として、保険者が約４割相当分を拠

出するものですが、概算拠出の通知によりまして、前年度比２１５万６千円減の１億２，

２５６万９千円を計上しております。 

 第２目の後期高齢者関係事務費拠出金につきましても、概算拠出の通知により、９千円

を計上しております。 

 次に、第４款、第１項、第１目の前期高齢者納付金につきましては、歳入でも説明しま

したが、保険者間の６５歳以上７５歳未満の前期高齢者の偏在による不均衡を調整するた

め、各保険者の加入者数等に応じて費用負担するもので、国保では、前期高齢者の加入割

合が高いことから、拠出額が少なく、概算拠出の通知により８万円を計上、第２目の前期

高齢者関係事務費拠出金につきましても、概算拠出の通知により９千円を計上しておりま

す。 

 次に、第５款、老人保健拠出金、第１項、第１目の老人保健医療費拠出金につきまして

は、老人保健制度の廃止に伴い、過年度清算分のみの計上となり、前年度同額の１千円の

科目計上、第２目の老人保健事務費拠出金についても、同様に６千円を計上しております。 

 次に、第６款、第１項、第１目の介護納付金につきましては、国保被保険者にかかる介

護保険第２号被保険者分で、概算納付通知により、前年度比１２２万８千円減の５，４３

４万８千円を計上しております。 

 次に、２５０ページの第７款、共同事業拠出金、第１項、第１目の高額医療費拠出金 

は、決定通知額に基づき、前年度比６２万５千円減の３，０７３万３千円を計上しており

ます。 
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 次に、第３目の保険財政共同安定化事業拠出金につきましても、同じく決定通知額に基

づき、前年度比８８万７千円減の９，７２３万２千円を計上しております。 

 次に、第８款、保健事業費、第１項、第１目の特定健康診査等事業費につきまして 

は、国保の４０歳から７４歳の被保険者を対象とした生活習慣病に着目した特定健診と特

定保健指導に要する経費の計上ですが、一部特別調整交付金の対象経費の関係から、２項

に科目替えをしておりますので、全体で前年度比６９万円減の４６７万円を計上しており

ます。 

 右側の２５１ページになりますが、１２節の役務費は、特定健診のための郵送料や特定

健診データ管理システム手数料として、５６万８千円を計上、１３節の委託料は、特定健

診業務を委託するものですが、受診率向上を目指し、集団健診に加えて、直接医療機関で

健診を受ける個別健診と医療機関から検査数値の提供をしてもらうみなし検診も実施する

こととし、集団検診を６００名、個別健診を１００名、みなし検診を５０名と見込み、国

保被保険者７５０名分の基本検診料などとして４０９万８千円を計上しております。 

 次に、第２項、保健事業費、第１目の保健事業総務費につきましては、保健事業に要す

る経費ですが、７節の賃金の臨時事務員賃金、臨時管理栄養士の賃金及び消耗品の一部に

ついて、特別調整交付金対象経費の関係から、第８款、第１項、第１目から科目替えを行

ったため増となっておりますが、隔年で開催しております「健康まつり」の経費がありま

せんので、全体で前年度比１３万１千円減の２６５万４千円の計上であります。 

 なお、２５３ページの１９節、負担金、補助及び交付金にあります健康診査助成金につ

きましては、脳ドックに対する助成金ですが、２０人分の４０万円を計上しております。 

 以上、平成２６年度訓子府町国民健康保険特別会計の予算について、提案理由の説明を

させていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第９号 平成２６年度訓子府町後期高齢者医療特別会

計予算についての提案理由の説明を求めます。 

 福祉保健課業務監。 

○福祉保健課業務監（渡辺克人君） 続きまして、各会計予算書の２５７ページをお開き

願います。 

 議案第９号 平成２６年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算につきまして、別冊の

予算案の説明資料も含めてご説明させていただきます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開きいただ

きたいと思います。 

 その中段に、後期高齢者医療会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について、記

載しております。 

 まず、歳入でありますが、後期高齢者医療制度においては、財政運営期間が２年間とさ

れており、後期高齢者医療保険料につきましては、平成２６年度と２７年度の医療費等の

推計により、北海道後期高齢者医療広域連合から示された保険料を計上しております。 

 なお、平成２６年度から保険料の限度額が現行の５５万円から５７万円に引き上げられ

る予定であります。 

 また、脳ドック助成に対する広域連合補助金や低所得者の保険料軽減分等の公費負担金

として、一般会計からの繰入金を計上しております。 
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 また、歳出につきましては、所要の事務費のほか、後期高齢者医療広域連合への納付金

を計上しております。 

 この資料の３４ページから３６ページにわたり、後期高齢者医療特別会計の概要をそれ

ぞれ記載しておりますが、この資料の内容につきましては、説明は省略させていただきま

す。 

 それでは、予算書の２５７ページに戻りまして、内容をご説明申し上げます。 

 議案第９号 平成２６年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算の第１条で、予算の総

額を歳入歳出それぞれ７，１１０万円と定めるものであります。 

 この予算は、前年度当初予算と比較して３３０万円、約４．４％の減となっております。 

 ２５８ページから２６１ページにつきましては、款項ごとにそれぞれ額を記載しており

ますのでご覧いただくこととしまして、その内容につきましては、２６４ページ以降の事

項別明細書によって、その特徴的なものについて説明させていただきます。 

 はじめに、２６４ページの歳入から説明させていただきます。 

 まず、第１款、第１項の後期高齢者医療保険料でありますが、北海道後期高齢者医療広

域連合が定めた保険料額に基づき算定しており、保険料算定の基礎となる均等割額は、対

前年度比３，７６３円増の５万１，４７２円、所得割率が０．０９ポイント減の１０．５

２％としており、保険料総額では、前年度比１７５万８千円減の４，６１５万２千円を計

上しております。 

 まず、第１目の特別徴収保険料は、被保険者数を７４４人と見込み、保険料額は、２，

８６９万３千円を計上、第２目の１節、普通徴収保険料は、被保険者数を２６２人と見込

み、保険料額１，７４０万９千円を計上、２節の普通徴収保険料滞納繰越分は、前年同額

の５万円を計上しております。 

 次に、第２款、広域連合補助金、第１項、第１目の長寿健康増進事業交付金につきまし

ては、７５歳以上の方の脳ドックの助成金として、その費用の全額が広域連合より交付さ

れるもので、過年度の助成実績から５名分を見込み、前年度比２１万６千円減の１６万２

千円を計上しております。 

 次に、第３款、繰入金、第１項、一般会計繰入金、第１目の保険基盤安定繰入金につき

ましては、低所得者の保険料軽減分として、道と町の負担分をあわせて、前年度比２６５

万３千円増の１，９９４万４千円を計上しております。 

 第２目の事務費繰入金につきましては、広域連合納付金分と所要事務経費分をあわせ 

て、前年度比３９７万９千円減の４７３万２千円を計上しております。 

 次に、２６６ページになります。 

 第５款、諸収入、第２項、償還金及び還付加算金、第１目の保険料還付金につきまして

は、納めすぎた保険料が広域連合から還付されるもので、還付金として前年度同額の１０

万円を計上し、第２目の還付加算金として５千円を計上しております。 

 次に、第３項の預金利子及び、第４項の雑入につきましては、それぞれの項目を１千円

の科目計上としております。 

 次に、歳出について、説明させていただきます。２６８ページをお開きください。 

 まず、第１款、総務費、第１項、総務管理費、第１目の一般管理費につきましては、右

側の２６９ページになりますが、プリンタートナー等の消耗品費や、被保険者証一斉更新
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等にかかる郵便料、後期高齢者医療システム保守業務の委託料など、一般事務に要する経

費として、前年度比３８２万２千円減の２１１万８千円を計上しております。 

 次に、第２項、徴収費、第１目の賦課徴収費につきましては、納入通知書等の印刷製本

費や保険料決定通知のための郵便料などの経費として、１８万９千円を計上しております。 

 次に、第２款、保健事業費、第１項、第１目の保健事業総務費につきましては、歳入で

も説明いたしましたが、全額、広域連合から交付金を受けて実施する７５歳以上の方の脳

ドックの助成にかかる分ですが、健康診査助成金として、５名分の１６万２千円を計上し

ております。 

 次に、２７０ページの第３款、第１項、第１目の後期高齢者医療広域連合納付金につき

ましては、広域連合の共通経費の市町村負担分として、事務費納付金２４２万７千円を計

上、また、収納した保険料分と低所得者の保険料軽減の保険基盤安定分をあわせて、保険

料等納付金として、６，６０９万７千円を計上し、後期高齢者医療広域連合納付金の総額

で、前年度比７５万４千円増の６，８５２万４千円を計上しております。 

 次に、第４款、諸支出金、第１項、償還金及び還付加算金、第１目の保険料還付金につ

きましては、納めすぎた保険料の還付金として、歳入同額の１０万円を計上し、第２ 

目、還付加算金として５千円を計上しております。 

 次に、第２項、繰出金、第１目の一般会計繰出金につきましては、預金利子相当分とし

て１千円を計上しております。 

 以上、平成２６年度訓子府町後期高齢者医療特別会計の予算について、提案説明をさせ

ていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１０号 平成２６年度訓子府町介護保険特別会計予

算についての提案理由の説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（八鍬光邦君） 各会計予算書の２７２ページをお開き願います。 

 議案第１０号 平成２６年度訓子府町介護保険特別会計予算につきまして、別冊の予算

案の説明資料を含めてご説明申し上げます。 

 予算書の前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開きいただきたいと

思います。 

 その下段にあります介護保険会計の予算編成にあたっての基本的な考え方についてでご

ざいますけども、まず、歳入でありますけれども、平成２４年度から平成２６年度までの

第５期事業運営期間に要する保険給付費を基礎として積算しました介護保険料をはじめ、

国庫支出金、支払基金交付金、道支出金を計上したほか、介護認定等にかかる所要額を含

めた町負担分の一般会計からの繰入金を計上しております。 

 また、歳出は、保険給付費、介護認定審査費、事業の運営経費等のほか、地域支援事業

費を計上しております。 

 この資料の９ページをお開きいただきたいと思いますが、基金の保有状況でございます。

下から２行目の一番右側に記載してありますように、介護保険特別会計収支の不足分、そ

れから、介護保険料の抑制のための取り崩しを行うことにより、平成２６年度末の介護給

付費準備基金保有見込額は、２，３０３万１千円となる見込みであります。 

 同じ資料の３７ページから４２ページにわたりましては、介護保険特別会計の概要をそ
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れぞれ記載しておりますが、この資料の内容につきましては、説明を省略させていただき

ます。 

 予算書の２７２ページに戻っていただきまして、内容をご説明させていただきます。 

 議案第１０号 平成２６年度訓子府町介護保険特別会計予算の第１条では、予算の総額

を歳入歳出それぞれ４億８，２１０万円と定めるものであります。 

 この予算は、前年度当初予算と比較しまして２４０万円、約０．５％の減額計上となっ

ております。 

 第２条では、一時借入金の借入最高額を前年度同額の３千万円と定めるものであります。 

 第３条では、歳出の流用についての定めでありますが、保険給付費の各項の予算に過不

足が生じた場合に、同一款内で各項間の流用ができることを定めるものであります。 

 次に、２７３ページから２７６ページにつきましては、款項ごとにそれぞれの額を記載

しており、２７７ページから２７８ページには、総括表を載せておりますので、ご覧をい

ただくこととしまして、２７９ページ以降の事項別明細書によってその特徴的なものに限

って説明させていただきますので、あらかじめお許しをいただきたいと思います。 

 それでは、２７９ページの歳入から説明をさせていただきます。 

 まず、第１款、保険料でありますが、平成２４年度から２６年度までの第５期介護保険

事業計画によりまして、基準保険料を月額３，７００円、年額で４万４，４００円として

算定しております。 

 また、保険料段階は、負担が過重にならないよう、第１段階から第７段階までとし、さ

らに、第３段階と第４段階をそれぞれ２段階に分割しておりますので、実質的には９段階

に細分化をしております。 

 第１項、介護保険料、第１目、第１号被保険者保険料、１節の特別徴収保険料につきま

しては、被保険者総数を１，６９２人と見込み、保険料額を６，７６０万６千円、２節の

普通徴収保険料につきましては、被保険者総数を２０９人と見込みまして、保険料額を６

０８万３千円、３節の普通徴収保険料滞納繰越分につきましては７万円とし、介護保険料

の総額を前年度比３９万５千円減の７，３７５万９千円と見込んでおります。 

 次に、第２款、分担金及び負担金、第１項、負担金、第１目、介護予防負担金につきま

しては「通所型介護予防事業」にかかる利用者負担金として、６８万１千円を見込んでお

ります。 

 次の第３款、国庫支出金、第１項、国庫負担金、第１目、介護給付費負担金につきまし

ては、現年度分としまして保険給付費に対する国のそれぞれの負担割合を乗じた７，６７

４万５千円を計上しております。 

 ２８１ページと２８２ページの第２項、国庫補助金、第１目、調整交付金につきまして

は、財政力格差調整のための交付金でありますが､現年度分としまして、過去の実績から保

険給付費の７．４％の３，２９６万４千円を計上しております。 

 第２目、地域支援事業交付金の介護予防事業分につきましては、現年度分で、介護予防

事業費に要する費用の２５％、２２５万８千円を計上、第３目の包括的支援事業・任意事

業分につきましても現年度分として、事業費に対し３９．５％の１７８万４千円を計上し

ております。 

 次に、第４款、支払基金交付金、第１項、第１目、介護給付費交付金につきまして 
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は、現年度分としまして、保険給付費の２９％、１億３，０３９万５千円を計上、第２目

の地域支援事業支援交付金につきましては、現年度分として、介護予防事業に要する経費

の２９％、２６１万９千円を計上しております。 

 第５款、道支出金、第１項、道負担金、第１目、介護給付費負担金は、現年度分とし 

て、保険給付費に対してそれぞれ道の負担割合を乗じた６，９３８万７千円を計上、第２

項、道補助金、第１目、地域支援事業交付金の介護予防事業分につきましては、現年度分

として、介護予防事業の１２．５％の１１２万９千円、第２目の包括的支援事業・任意事

業分につきましても現年度分として、事業費の１９．７５％の８９万２千円をそれぞれ計

上しております。 

 ２８３ページと２８４ページの第６款、財産収入、第１項、財産運用収入、第１目、利

子及び配当金につきましては、介護給付費準備基金の利子として１万円を計上。 

 第７款、繰入金、第１項、基金繰入金、第１目、介護給付費準備基金繰入金につきまし

ては、介護保険特別会計の収支の不足分及び保険料の抑制のため、道からの財政安定化基

金交付分をあわせまして、１，３０７万１千円を繰り入れするものであります。 

 第２項、他会計繰入金、第１目、一般会計繰入金、１節の介護給付費繰入金は保険給付

費の町負担分１２．５％の５,６２０万５千円を、２節の地域支援事業繰入金の介護予防事

業分が１２．５％の１１３万円、３節の包括的支援事業・任意事業分は１９．７５％の８

９万３千円をそれぞれ町負担分として繰り入れするものであります。 

 ４節のその他一般会計繰入金は、特別会計を運営するための事務費等に要する経費です

が、介護予防事業費の増によりまして、前年度比１２２万５千円増の１，８１６万１千円

を繰り入れするものです。 

 ２８５ページと２８６ページの第８款、繰越金、第９款、諸収入につきましては、それ

ぞれの項目を科目計上しております。 

 次に、２８７ページの歳出について、説明をさせていただきます。 

 第１款、総務費、第１項、総務管理費、第１目、一般管理費でありますが、介護保険一

般事務に要する経費として、前年度比１４万９千円減の１４５万円を計上するものであり

ます。 

 なお、減額の主なものにつきましては、昨年度につきましては、備品購入費で国保連合

会通信用パソコン購入経費２０万円の計上がありましたが、終了に伴い減額となっており

ます。 

 次に、第２項、徴収費、第１目、賦課徴収費につきましては、納付書や督促状の送付に

使用する窓開き封筒の印刷費や、郵便料を主として１６万８千円を計上しております。 

 次に、第３項、第１目の介護認定審査会費につきましては、北見市、訓子府町、置戸町

で共同設置しております介護認定審査会経費として２９２万４千円を計上。 

 また、第２目の認定調査費では、介護認定調査に要する経費としまして２８７万８千円

を計上しております。 

 ２８９ページと２９０ページ、第４項、第１目の趣旨普及費につきましては、介護保険

制度のＰＲを図るための経費としまして５１万９千円を計上しております。 

 次に、第５項、第１目の計画策定委員会費につきましては、平成２７年度から平成２９

年度までの第６期高齢者福祉保健計画・介護保険事業計画策定委員会に要する経費とし 
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て、策定委員報酬等１６万６千円を計上しております。 

 次に、第２款、保険給付費、第１項、介護サービス等諸費、第１目、居宅介護サービス

給付費ですが、居宅要介護被保険者の居宅サービスにかかる給付で９，７４４万円、第３

目、地域密着型介護サービス給付費は、介護を必要とする人が住み慣れた地域で生活を継

続できるようにするもので、認知症対応型共同生活介護、いわゆるグループホーム利用に

対する給付について、５，３５０万円を計上しております。 

 次に、２９１ページと２９２ページになりますが、第５目、施設介護サービス給付費 

は､施設サービスにかかる給付としまして２億２，７５０万円を計上、第７目では、居宅介

護福祉用具購入費として１００万円を計上しております。 

 第８目では、居宅介護住宅改修費として２６０万円の計上、第９目、居宅介護サービス

計画給付費として１，１５０万円を計上しております。 

 第２項、介護予防サービス等諸費につきましては、要支援１、要支援２の被保険者に対

する介護予防に要する経費を計上しております。 

 第１目、介護予防サービス給付費では、居宅の要支援者に対する給付で、介護予防通所

介護や訪問介護などの利用に対する給付に１，４１９万円を計上、第５目の介護予防福祉

用具購入費に５０万円、第６目、介護予防住宅改修費に１５０万円を計上しております。 

 次に、２９３ページと２９４ページの第７目、介護予防サービス計画給付費につきまし

ては、ケアプランの作成給付でありますが、２００万円を計上しております。 

 次に、第３項、その他諸費、第１目、審査支払手数料は、介護給付費の請求にかかる審

査支払にかかる手数料として、４０万円を計上しております。 

 第４項、高額介護サービス等費、第１目、高額介護サービス費は、要介護被保険者の介

護サービス自己負担額が一定額を超えた場合に給付するものですが１，０９０万円を計 

上、第２目、高額介護予防サービス費は要支援者に対する高額給付費で１０万円を計上し

ております。 

 第５項、第１目、高額医療合算介護サービス費は、要介護被保険者の介護保険と医療保

険の自己負担の合計額が、年間で一定額を超えた場合に給付をするもので、２２０万円を

計上しております。 

 同じく、２目、高額医療合算介護予防サービス費につきましては、要支援者に対する給

付ですが、１０万円を計上しております。 

 次に、２９５ページと２９６ページの第６項、第１目、特定入所者介護サービス費 

は、施設入所者への食費、居住費の補足的給付として２，４１０万円を計上、第３目、特

定入所者介護予防サービス費は、要支援者の短期入所サービス利用者に対する食費、滞在

費の補足的給付として１０万円を計上しております。 

 次に、第３款、地域支援事業費、第１項、介護予防事業費、第１目、二次予防事業費に

つきましては、介護が必要となる可能性の高い二次予防事業の対象者を把握するととも 

に、通所や訪問により、要介護状態の予防や軽減を図るものですが、平成２６年度におい

ては、第６期の介護保険事業計画策定資料として活用するものになりますが、調査対象者

の約半数に当たります８００人に対して「日常生活圏域ニーズ調査業務」を実施するため

の賃金や通信運搬費に要する経費として、３１万３千円の計上をしています。 

 第２目、一次予防事業費は、介護予防に関する基本的な知識の普及啓発を行うほか、ボ
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ランティアなどの人材育成を行い、基本的な見守りや、手助けの方法を普及させるための

経費や「通所型介護予防事業」としての業務委託する経費など１，１３３万４千円を計上

しております。 

 次に、２９７ページと２９８ページの第２項、包括的支援事業・任意事業費、第１ 

目、介護予防ケアマネジメント事業費は、高齢者の自立保持のための身体的・精神的・社

会的機能の維持向上を図るため、介護予防事業のケアマネジメントを行う事業に要する経

費として、３５８万６千円を計上しておりますが、このうち、２９８ページにあります２

８節の一般会計繰出金３５７万円につきましては、地域包括支援センター職員の人件費分

として一般会計に繰り出しをするものであります。 

 次の第２目、総合相談支援事業費につきましては、地域における関係者とのネットワー

クを構築するとともに、高齢者の心身の状況や生活実態、必要な支援等を把握し、相談を

受け、地域における適切な保健・医療・福祉サービスなどにつながる支援を行うための経

費として７万５千円を計上しております。 

 第３目、権利擁護事業費につきましては、高齢者に対する虐待の早期発見、防止など権

利擁護の支援を行う経費ですが、管内での研修参加旅費として２千円を計上しております。 

 第４目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費につきましては、主治医、ケアマ

ネージャー、地域の関係機関との連携を通じ、ケアマネジメントの後方支援を行うための

経費として１０万円を計上しております。 

 第５目、任意事業費は、家族介護用品購入費に対する助成費用、認知症高齢者等に対す

る成年後見制度利用にかかる経費７５万４千円を計上しております。 

 次に、２９９ページと３００ページの第３項、第１目、運営協議会費は、地域包括支援

センターの運営協議会に要する経費５万２千円を計上しています。 

 次に、第４款、基金積立金、第１項、第１目、介護給付費準備基金積立金につきまして

は、基金の利息分として１万円の計上であります。 

 第５款、公債費、第１項、第１目、一時借入金利子は、資金繰りのための借り入れを行

った場合の一時借入金利子として、７万４千円を計上しております。 

 第６款、諸支出金、第１項、償還金及び還付加算金、第１目、第１号被保険者保険料還

付金につきましては、第１号被保険者保険料の過誤納還付金として５万円を計上しており

ます。 

 以上、平成２６年度介護保険特別会計の予算について、提案理由の説明をさせていただ

きました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１１号 平成２６年度訓子府町下水道事業特別会計

予算についての提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（遠藤琢磨君） 各会計予算書の３０４ページをお開き願いたいと思いま

す。 

 議案第１１号 平成２６年度訓子府町下水道事業特別会計予算につきまして、別冊の予

算案の説明資料を含め、ご説明申し上げます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３ページをお開き願いた

いと思います。 



 - 54 - 

 下段に下水道会計の予算編成にあたっての基本的な考え方について記載しております。 

 まず、歳入でありますが、農業集落排水事業及び個別排水処理施設整備事業にかかる分

担金、使用料を計上。 

 使用料は、本年度使用者の見込みも含め計上しております。 

 国庫補助金として、農業集落排水事業による受変電設備更新を行うための農山漁村地域

整備交付金を計上しております。 

 繰入金は、歳入歳出の差し引き不足による一般会計繰入金を計上しております。 

 諸収入としまして、道道北見置戸線、道道置戸訓子府北見線の拡幅工事に伴います支障

物件移設補償費を計上しております。 

 町債は、農業集落排水事業及び個別排水処理施設整備事業の実施に伴う過疎債、下水道

債を計上しております。 

 また、歳出でありますが、農業集落排水事業については、訓子府地区農業集落排水処理

センター受変電設備更新工事、道道の拡幅工事に伴うマンホール調整、公共桝移設工 

事、各施設の維持管理経費を計上しております。 

 また、個別排水事業につきましては、合併浄化槽の設置に要する工事費等を計上してお

ります。このほか、事務費、起債の元利償還金について、それぞれ所要額を計上してござ

います。 

 この資料の４３ページから４５ページにわたり、下水道事業特別会計の概要及び投資的

事業の内訳をそれぞれ記載しておりますが、この資料の内容につきましては、説明を省略

させていただきます。 

 それでは、予算書の３０４ページに戻りまして、内容を説明申し上げます。 

 まず、第１条で、予算の総額を歳入歳出それぞれ２億３，１３０万円と定めるものであ

ります。 

 この予算は、前年と比較しまして５，１３０万円の増額となっておりますが、その主な

ものとしましては、農業集落排水事業実施によるものでございます。 

 また、２項では、歳入歳出予算の款項の区分及び金額について、３０５ページからあり

ます「第１表 歳入歳出予算」によることを規定しておりますが、これについては、後ほ

どご覧いただくこととし、その内容については、３１０ページ以降の事項別明細書で説明

をさせていただきます。 

 第２条の地方債につきましては、後ほど説明をさせていただきます。 

 第３条の一時借入金につきましては、借り入れの最高額を１億円と定めるものでござい

ます。 

 次に、３０９ページをお開き願います。 

 「第２表 地方債」でありますが、個別排水処理施設整備事業の限度額を１，５５０万

円、農業集落排水事業の限度額を２，２５０万円とし、証書借入で年利５．０％以内、償

還の方法は、記載のとおり定めようとするものであります。 

 次に、３１０ページからは、事項別明細書になりますが、歳入歳出とも特徴的なものに

ついて説明させていただきます。 

 まず、３１０ページ、３１１ページにつきましては、歳入歳出の款別の予算額を掲載し

ておりますので、これは後ほどご覧いただくこととし、はじめに３１２ページの歳入から
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説明をさせていただきます。 

 まず、１款、１項、１目の農業集落排水事業分担金につきましては、平成２６年度新規

賦課分として５戸を予定し、２５万円を計上しております。滞納繰越分は科目計上であり

ます。 

 ２目の個別排水処理施設整備事業分担金につきましては、１戸当りの分担金を２５年度

の４０万円から２６年度５０万円に増額し、７戸の新規整備を予定していることから、前

年と比較し７０万円増の３５０万円を計上しております。 

 次に、２款、１項、１目の農業集落排水施設使用料につきましては、消費税率アップな

どにより、前年と比較し１５２万円増の５，３７７万８千円を計上しております。 

 ２目の個別排水処理施設使用料につきましては、消費税率アップ及び今年度新規設置数

などを見込み、前年と比較し２８万４千円増の、１，３８９万２千円を計上しております。 

 次に、２款、２項の手数料につきましては、農業集落排水設備及び個別排水設備検査手

数料ほかをあわせて２万５千円を計上しております。 

 次に、３款、１項、１目の国庫補助金につきましては、農山漁村地域整備交付金事業に

より、訓子府地区農業集落排水管理センター受変電設備更新工事費の５０％にあたります

２，２５０万円を計上しております。 

 次の３１４ページ、４款、１項、１目の一般会計繰入金につきましては、従来と同 

様、歳出総額から分担金、使用料、補助金、町債等の自主財源、特定財源を差引き、その

不足額を一般会計から繰り入れするものであり、前年と比較し２５４万６千円増の９，１

３４万７千円を計上しております。 

 次に、５款、１項、１目の繰越金、６款、１項、１目の延滞金、２項、１目の預金利子

につきましては、いずれも科目計上であります。 

 ６款、３項、１目の雑入につきましては、前年と比較し５２５万円増の８００万２千円

を計上し、保証料還付金、消費税還付金は科目計上であります。 

 また、移設補償費につきましては、網走建設管理部が実施いたします道道北見置戸線交

通安全工事、道道置戸訓子府北見線交通安全工事の支障物件移設補償費として８００万円

を計上しております。 

 次に、７款、１項、１目の農業集落排水事業債につきましては、農業集落排水施設受変

電設備更新工事における補助残分に対し、下水道債及び過疎債の１００％充当を見込み前

年と比較し２，０５０万円増の２，２５０万円を計上してございます。 

 ３１６ページ、２目の個別排水処理施設整備事業債につきましては、前年と同額の１，

５５０万円の計上でありますが、個別排水処理施設整備事業に伴う、起債対象額の１００％

充当を見込み、新設７基分の下水道債と過疎債をあわせた額を計上してございます。 

 次に、３１８ページ、歳出について、説明をさせていただきます。 

 １款、１項、１目の一般管理費につきましては、前年と比較し６８万５千円減の２７０

万４千円を計上しております。 

 １節の報酬は、上下水道事業経営審議会委員に対する報酬を、年２回の開催分として３

万６千円を計上しております。 

 ９節の旅費は、農業集落排水、個別排水事業事務打合せ及び担当者会議にかかる旅費と

し８万６千円を計上してございます。 
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 ２７節、公課費の消費税納付金につきましては、平成２５年度決算納付額の差額と、平

成２６年度中間納付額をあわせた１１４万円を計上しております。 

 また、２８節の繰出金は、水道事業会計への繰出金であり、下水道使用料の賦課徴収事

務の委託費として、１４１万９千円を計上しております。 

 ２項、１目の農業集落排水管理費につきましては、前年と比較し８４万９千円増の５，

５２８万７千円を計上しておりますが、１１節の需用費から１４節の使用料及び賃借料ま

でにつきましては、訓子府処理施設、末広処理施設、日出処理施設の管理経費を計上して

おり、昨年度と比較し、修繕料で１００万円減の７００万円を計上、消費税アップ分を勘

案し、光熱水費で５０万５千円、役務費で１万１千円、委託料で２５万８千円、それぞれ

増額計上をしてございます。 

 １５節、工事請負費１００万円につきましては、住宅新築に伴う公共桝新設工事として

５カ所分を計上しておりますが、２５年度までは、１１節、需用費の修繕料で予算計上を

しておりましたが、新設工事ということもありまして、工事請負費に科目変更をしたもの

でございます。 

 次に、３２０ページ、２目の個別排水管理費につきましては、前年と比較し８２万１千

円増の１，５４６万１千円を計上しております。１１節、需用費は、合併浄化槽消耗品及

び付帯設備部品の交換、修繕費用として２７万９千円を計上、１２節、役務費の手数料 

は、浄化槽の法定検査費用として、平成２５年度新規設置及び２６年度設置予定を含めて

１万６千円増の１７５万７千円を計上しております。１３節、委託料の浄化槽保守点検業

務は浄化槽基数の増及び消費税アップにより、７２万円１千円増の１，３１９万８千円を

計上しております。 

 次に、２款、１項、下水道事業費、１目の農業集落排水事業費につきましては、前年と

比較し４，８２９万４千円増の５，８９９万４千円を計上しております。１５節の工事請

負費では、道道北見置戸線交通安全工事若富工区及び日出工区において支障となる公共桝

等の移設及びマンホール調整工事費と道道置戸訓子府北見線交通安全工事末広工区におい

て支障となるマンホールの調整工事費を計上しております。 

 また、補助事業であります農業集落排水事業を活用し、訓子府地区農業集落排水管理セ

ンターの受変電設備更新工事費４，５００万円を計上しております。 

 ２目の個別排水処理施設整備事業費につきましては、前年と比較し１３２万３千円増の

２，４３１万９千円を計上しております。 

 １１節の需用費及び１２節の役務費は、経常経費でありますので説明は省略させていた

だきます。１３節、委託料は、浄化槽新設７基分の実施測量設計業務として１２０万円を

計上し、地質試験業務につきましては、浸透可能な地質であるかどうかを試験するための

委託料であり、１基分の２６万２千円を計上しております。 

 １５節の工事請負費につきましても、本年度７基の設置工事分として、前年と比較し１

４４万円増の２，２４０万円を計上しております。 

 次に、３２２ページ、３款、１項、公債費につきましては、下水道事業を開始した昭和

６３年度から平成２５年度までの借入残額７億１，７２９万２千円に対しての長期債元金

償還は、前年と比較し２０７万２千円増の５，８０１万７千円を計上しております。 

 ２目の利子につきましては、長期債利子として、前年と比較し１３７万４千円減の１，
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６１９万４千円を計上しております。 

 また、一時借入金利子は、借入限度額を１億円、借入利率１．５％、借入期間３０日と

し、それに伴います利子１２万４千円を計上しております。 

 次に、４款の予備費につきましては、前年度同額の２０万円を計上してございます。 

 次に、３２４ページにつきましては、地方債の調書であり、平成２６年度末における元

金残高は、表の右下に記載のとおり６億９，７２７万５千円となる見込みであります。 

 次の３２５ページにつきましては、特別職、経営審議会委員の給与費明細書を一般会計

に準じて作成しておりますので、後ほどご覧をいただきたいと存じます。 

 以上、平成２６年度訓子府町下水道事業特別会計の予算について、その提案説明をさせ

ていただきましたが、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１２号 平成２６年度訓子府町水道事業会計予算に

ついての提案理由の説明を求めます。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（遠藤琢磨君） それでは、各会計予算書３２６ページをお開き願いたい

と思います。 

 議案第１２号 平成２６年度訓子府町水道事業会計予算について、提案説明をさせてい

ただきます。 

 ２６年度予算は、公営企業会計制度改正に伴いまして、２５年度と比べ科目の新設、名

称の変更、予算の科目替え等がございますので、あらかじめご承知願いたいと思います。 

 予算書に入ります前に、別冊の各会計予算案の説明資料、４６ページをお開き願いたい

と思います。水道事業会計の投資的事業について、その概要を記載しております。 

 また、５０ページには、その整備箇所について図示しておりますが、この資料の内容に

つきましては、説明を省略させていただきます。 

 それでは、予算書の３２６ページに戻りまして、その内容を説明申し上げます。 

 まず、第２条の「業務の予定量」でありますが、給水件数につきましては、前年の最大

件数２，１１５件に新年度分を見込み２，１３０件とし、年間総給水量は、６２万７千ｍ3、

１日平均給水量は、１，７１７ｍ3としております。 

 主要な建設改良事業につきましては、北海道横断自動車道支障物件移設事業、総事業費

５５０万８千円、道道北見置戸線支障物件移設事業、総事業費２，４１４万９千円、道道

置戸訓子府北見線支障物件移設事業、総事業費８８５万６千円、駒里地区水道水供給事業

等、総事業費２，４０８万４千円、配水管整備事業、総事業費１，５３３万６千円の予算

計上であります。 

 次に、第３条では「収益的収入及び支出」の予定額を定めたもので、収入につきまして

は、第１款の水道事業収益で、第１項、営業収益、第２項、営業外収益、第３項、特別収

益をあわせ、１億８，２７０万９千円の計上であります。 

 支出につきましては、第１款の水道事業費では、第１項、営業費用、第２項、営業外費

用、第３項、予備費をあわせて１億５，９８１万５千円の計上であります。収入支出を差

引きますと２，２８９万４千円の利益となる見込みでございます。 

 次に、第４条では「資本的収入及び支出」の予定額を定めるものであります。 

 まず、収入でありますが、第１款の資本的収入で、第１項、企業債から第５項出資金ま
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でをあわせ８，２４１万円を計上しております。 

 また、支出につきましては、第１款の資本的支出で、第１項、建設改良費、第２項、企

業債償還金をあわせ１億２，５３０万７千円であります。 

 収入額が支出額に対して不足する額４，２８９万７千円につきましては、過年度分損益

勘定留保資金で補てんするものでございます。 

 なお、３条の「収益的収支」及び４条の「資本的収支」の計上内容につきましては、後

ほど３３０ページ以降の実施計画で説明をさせていただきます。 

 次に、３２７ページ、第５条の「企業債」につきましては、表に記載してあるとおり各

事業ごとの起債の限度額合計を３，８００万円とし、証書借入で年利５％以内、償還方法

は記載のとおりと定めようとするものであります。 

 第６条の一時借入金の限度額につきましては、１億円と定めるもので、前年と同額の計

上であります。 

 第７条につきましては、議会の議決を経なければ流用することのできない経費とし 

て、職員給与費３，３０７万３千円を定めるものであります。 

 次の第８条につきましては、一般会計などから、この水道会計に補助を受ける金額を２，

３９２万８千円と定めるものであります。 

 第９条のたな卸資産につきましては、メーター器等の購入限度額を７０６万２千円と定

めるものであります。 

 次に、３２８ページと３２９ページにつきましては、収益的収支と資本的収支の款別の

予算額を掲載しておりますので、後ほどご覧いただくこととし、それでは、３３０ページ

以降の「平成２６年度 訓子府町水道事業会計予算実施計画説明書」について説明をさせ

ていただきますが、これは一般会計の事項別明細書にあたるものであります。 

 まず、収益的収入及び支出の収益的収入でありますが、１款、水道事業収益につきまし

ては、前年と比較し２７０万１千円増の総額１億８，２７０万９千円の計上であります。

その内訳につきましては、１目、給水収益の水道料金では、過去３年間の使用水量を勘案

した結果、前年と比較し２２万６千円減の１億５，３５１万１千円を計上しております。 

 ２目、その他営業収益は、前年と比較し２１万円減の１７３万９千円の計上で、各種手

数料、消防施設等修繕負担金や下水道会計からの料金徴収負担金を計上しています。 

 次に、２項、営業外収益は、前年と比較し４１８万円減額の２，０１４万２千円を計上

し、その内訳としまして、１目、受取利息につきましては、定期預金と普通預金の預金利

息で１２万円を計上しております。 

 ２目の他会計補助金５５３万４千円の計上につきましては、一般会計から叶橋添架起債

償還利息、大谷浄水場起債償還利息、ポケットパーク配水池起債償還利息、大谷水源施設

起債償還利息の合計５１９万８千円と事務職員人件費とし、昨年度は職員４名分の給 

与、手当、共済費を計上しておりましたが、２６年度は減額をし、繰り出し基準に基づき

児童手当負担金分３３万６千円を計上しております。 

 ３目の長期前受金戻入１，４４８万５千円につきましては、２６年度より新たに科目が

新設されたもので、補助金、補償金、負担金、受贈
じゅぞう

財産をもって、過去に取得した又は改

良した償却資産の補助金等をその償却資産の減価償却にあわせて収益化するものでござい

ます。 
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 内訳は、補助金として他会計補助金、国庫補助金、道補助金あわせ１，００６万円、工

事負担金分として７万８千円、受贈
じゅぞう

財産評価額４３４万７千円になります。 

 ４目の雑収益の不用品売却収益、その他雑収益及び５目の還付金につきましては、科目

計上であります。 

 ３款、特別利益、１項、その他特別利益７３１万７千円の計上は、２６年度新設科目で

ありまして、過去において、利益化していなかった他会計からの償還元金について、過去

の長期前受金戻入額をその他特別利益として計上するものであります。 

 次に、３３１ページの収益的支出でありますが、１款の水道事業費につきましては、前

年と比較し８２４万６千円増の総額１億５，９８１万５千円の計上であります。 

 １項の営業費用の１目、原水及び浄水費につきましては、前年と比較し１，０５８万４

千円増の２，７１７万２千円の計上でありますが、通常の維持管理経費のほか、光熱水費

では、昨年度まで動力費の中で計上していたものを細分化し、各浄水場の電灯電気料とし

て７万６千円を計上しております。 

 委託料では、将来的な水道事業運営や施設展開を検討していく上の基礎資料として、季

節ごと、年次ごとの流量変化を観測するため、昨年に引き続き、大谷水源の流量観測委託

料１３２万７千円を計上しております。 

 手数料では、水質検査手数料の単価の値上がりが予想されることから、前年と比較し６

２万円増の３１３万１千円を計上しております。 

 また、修繕費では、定期的な大谷浄水場ろ材交換及び各原水・浄水施設のテレメーター

装置更新費用８３８万７千円を含み、前年と比較し９１６万９千円増の１，１１６万９千

円を計上しております。 

 動力費５５５万３千円は、各施設の機器運転のための動力電気料を計上しております。 

 負担金の鹿ノ子ダム維持管理負担金につきましては、鹿ノ子ダムの維持管理費増額に伴

い、前年より１０万３千円増の１２４万２千円を計上しております。 

 次の２目、配水及び給水費につきましては、前年と比較し６２５万３千円増の２，１６

９万４千円の計上でありますが、通常の維持管理費のほか、原水及び浄水費と同じく動力

費から細分化し、光熱水費で各配水池、ポンプ場の電灯電気料として４７万円を計上して

おります。 

 修繕費では、検満メーターの取り替え件数の増により２６４万３千円を増額し、４８１

万６千円の計上でございます。施設機械等修繕として、各配水施設のテレメーター装置更

新を新たに計上し、通常の機械等修繕とあわせ３３万５千円減の３２８万５千円を計上し

ております。 

 動力費３５５万４千円は、各施設の機器運転のための動力電気料を計上。 

 また、材料費では、前年と比較し３７１万５千円増の７７１万３千円の計上であります

が、検満メーター分の購入数量が増となったことによるものでございます。 

 次の３３２ページ、３目、総係費につきましては、前年と比較し１７２万４千円減の４，

７２９万８千円の計上でありますが、報酬では、上下水道事業経営審議会を年２回の開催

分として３万６千円を計上しております。 

 給料、手当、法定福利費につきましては、昨年と同様、職員４人分を計上しております。 

 賞与引当金繰入額１９７万７千円につきましては、これも２６年度新設された科目であ
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りまして、２７年６月の賞与の内、２６年１２月から２７年３月分までを賞与引当金に振

替しておきまして、２７年６月の賞与支払時に、その引当金を取り崩して使用するもので

あります。 

 印刷製本費でございますが、検針票の購入をする必要がないため、前年と比較し５８万

７千円減の７万２千円を計上しております。 

 委託料では、地方公営企業法改正に伴います企業会計システム変更作業が終了したた 

め、９８万７千円を減額し、９７４万円を計上しております。 

 また、修繕費では、２５年度は中央集中監視装置の無停電電源装置バッテリー交換費用

６３万円を計上しておりましたが、その分が減額となり、その他維持修繕として３２万４

千円を計上しております。 

 予算書の下段にあります貸倒引当金繰入額１万４千円は、２６年度新設された科目であ

りまして、債権の回収不能が発生することを想定し引当金に繰り入れるため計上するもの

であります。 

 次に、３３３ページ、４目の減価償却費でありますが、建物から鹿ノ子ダム使用権まで

の総額３，９８９万２千円が本年度の償却分であります。 

 また、５目の資産減耗費につきましても、除却対象分の構築物、機械及び装置、メータ

ー器・メーターボックス等の工具器具及び備品の総額４３３万３千円の計上であります 

が、いずれも現金支出の伴わない企業会計特有の予算計上であります。 

 次に、２項、営業外費用、１目の支払利息につきましては、前年と比較し９６万４千円

減の１，３９７万３千円の計上であり、企業債利息が１，３６０万３千円の計上、一時借

入金利息は、借入限度額を１億円、利率を１．５％と定めておりますので、それに伴いま

す利息３７万円を計上しております。 

 ２目の繰延資産償却費の開発費償却は、長期に使用する計画作成等に伴う費用を償却す

るものであり、前年と同額の１８９万円の計上であります。これは平成２２年度導入しま

した企業会計システムの償却費でございますが、先ほどの減価償却費と同様、現金の伴わ

ない予算計上であります。 

 次に、３目の消費税及び地方消費税は、前年と比較し１７６万１千円減の３０６万３千

円の計上であります。 

 次に、３３４ページの資本的収入及び支出の資本的収入でありますが、１款、資本的収

入につきましては、前年と比較し５，３５２万３千円増の総額８，２４１万円の計上であ

ります。 

 １項、１目の建設改良費等に充てるための企業債３，８００万円につきましては、２６

年度実施予定の各事業の起債借入額を計上しております。 

 ２項、１目の他会計補助金１，５１５万４千円につきましては、叶橋添架起債償還元 

金、大谷浄水場起債償還元金、ポケットパーク配水池起債償還元金、大谷水源施設起債償

還元金償還に対する一般会計からの補助金を計上しております。 

 ３項、１目、補償金２，１４７万４千円につきましては、配水管移設工事補償金とし 

て、北海道横断自動車道関連１５４万８千円、道道北見置戸線関連７８３万円、道道置戸

訓子府北見線関連８８５万６千円、末広団地東１丁目線改良工事に伴います配水管移設工

事費として、一般会計からの補助金３２４万円を計上しております。 
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 なお、この補償金につきましては、２５年度は負担金という科目で計上しておりました

が、先ほど説明しましたように公営企業会計制度改正伴いまして、科目名を補償金に変更

したものであります。 

 ４項、１目、分担金につきましては、新たに水道事業に参加する受益者から徴収する受

益者分担金として７万円を計上しております。 

 ５項、１目、出資金７７１万２千円の計上につきましては、２６年度実施の事業に対 

し、地方公営企業繰出し基準の内、上水道の出資に要する経費で、水道管の耐震化事業に

対し一般会計からの出資金として受けるものであります。 

 内訳としましては、配水管整備事業３０２万４千円、道道北見置戸線支障物件移設事業

３１７万６千円、老朽管更新事業１５１万２千円の計上でございます。 

 次に、３３５ページ、資本的支出の１款、資本的支出につきましては、前年と比較し４，

４４７万１千円増の総額１億２，５３０万７千円の計上であります。 

 １項、１目の施設整備費につきましては、前年と比較し１，６０３万６千円増の１，８

０３万６千円を計上し、その内訳は、駒里浄水場機能強化事業１，１１２万４千円、南９

線駒里送水管連絡工事６９１万２千円でございます。 

 ２目の施設改良費につきましては、前年と比較し２，８２３万９千円増の５，９８９万

７千円を計上し、その内訳は、北海道横断自動車道関連事業で５５０万８千円、道道北見

置戸線関連事業２，４１４万９千円、道道置戸訓子府北見線関連事業８８５万６千円、配

水管更新事業１，５３３万６千円、老朽管更新事業６０４万８千円でございます。 

 ３目の固定資産購入費につきましては、量水器設備費として、メーター器３０台の購入

代金６０万２千円を計上しております。 

 次の２項、１目、企業債償還金につきましては、前年と比較し８６万８千円増の４，６

７７万２千円を計上しております。 

 次に、３３６ページ、平成２６年度 訓子府町水道事業会計予定キャッシュ・フロー計

算書につきましては、活動ごとの一会計期間の現金の流れを見るための報告書でありまし

て、表中のⅠからⅢまでは、各活動ごとの現金の流れを示し、Ⅳの資金増加額９６３万６

千円は、２６年度中の現金の流れのトータルであります。Ⅴの資金期首残高３億６，９７

４万９千円は、２５年度末の資金残高でありまして、３４２ページの平成２５年度予定貸

借対照表の２の（１）現金預金の額と同じになります。キャッシュ・フロー計算書に戻っ

ていただきまして、Ⅵの資金期末残高３億７，９３８万５千円につきましては、資金増加

額と期首残高の合計額で、平成２６年度末の予定残高となります。これは３３９ページに

記載してあります２の（１）現金預金の額と同じになります。 

 次に、３３７ページから３３８ページの給与明細書につきましては、一般会計に準じて

作成しておりますので、後ほどご覧いただくこととし、説明は省略させていただきます。 

 次に、３３９ページから３４１ページまでにつきましては、平成２６年度の予定貸借対

照表であります。この表につきましても予算の計上、執行に直接関係しませんので説明は

省略させていただきますが、３４１ページで新たに担保提供に関する事項、固定資産の減

価償却の方法、引当金の計上の方法、企業債の償還にかかる他会計の負担、そのほか会計

に関する書類の作成のための基本となる重要な事項について記載しておりますので、後ほ

どご覧いただきたいと思います。 
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 ３４２ページと３４３ページにつきましては、平成２５年度の予定貸借対照表でありま

す。この表につきましても、予算の計上、執行に直接関係しませんので、説明は省略させ

ていただきます。 

 次の３４４ページにつきましては、平成２５年度末時点における収益的収支の決算見込

みから、税抜きをした予定損益計算書であります。これも後ほどご覧いただくこととしま

して説明を省略させていただきます。 

 以上、平成２６年度訓子府町水道事業会計の予算について、その提案説明をさせていた

だきましたが、ご審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 予算書の中の訂正がありますので、受けたいと思います。 

 副町長。 

○副町長（佐藤明美君） 非常に申し訳ございませんけれども、中盤にきまして１カ所と

いいますか、２カ所といいますか、修正をお願いしたいと思います。 

 まず、予算書の３０３ページをお開き願いたいと思います。 

 介護保険会計の職員の給与の明細書あると思いますけれども、その中の本年度という欄

があると思いますけども、そこの報酬額３万６千円となっていますけども、まず、これを

１４万４千円に訂正願いたいと思います。従いまして、そこのすぐ下の計についても１４

万４千円、右端の計についても１４万４千円、計のところの計も１４万４千円、合計も１

４万４千円ということで、まずもって訂正を願いたいと思います。 

 そして、一番下の欄の比較というところのその他になりますけれども、それの今の直し

たところの下のほうをずっといきますとそこの差引が１０万８千円に訂正願いたいと思い

ます。そして、その計も１０万８千円、同じく右側にいきまして、右側の計につきまして

も１０万８千円、４カ所ありますけど、そこのところも１０万８千円。 

 内容につきましては、まず、３００ページをお開き願いたいと思いますけれども、３０

０ページの一番上になりますけども、報酬の地域包括支援センター運営協議会委員３万６

千円あると思いますけれども、この分しか載っておりませんでしたけれども、次、２９０

ページをお開き願いたいんですけれども、それの上から３番目の表で報酬で介護保険事業

計画策定委員の報酬１０万８千円が載っていると思うんですけども、この分がちょうど記

載漏れていましたので、お詫び申し上げたいと思います。この３万６千円と１０万８千円

を足して、今、ご説明しました１４万４千円、３０３ページで１４万４千円となります。 

 それともう１つですけども、３０３ページの一番左側の職員数ですけれども、ここのと

ころも一番上９人となっていると思いますけども、今のことが増えましたことによりまし

て、１８人に変更願いたいと思います。９人という人数があると思います。そこが９人と

本年度分なっていると思います。それを１８人、前年度は変わらないです。３万６千円だ

から、今回新しく介護保険の計画のほうの策定委員出ていますので、従いまして、下のほ

うも比較のところも９人が増えるというかたちで、申し訳ございませんけども、訂正をお

願いしたいと思います。 

 それとこの予算の説明資料をお開き願いたいんですけども、これの８ページ、これが各

会計も含めまして人件費の調べというのが８ページにございます。これの下のほうの２行

になりますけども、職員以外の報酬及び共済費というところの欄のちょうど介護の部分で

すけども、ここも３６となっているのを本年度分のみ１４４、そして、そこの差引きで１
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０８、一番下の合計欄も同じかたちで直していただければ思います。 

 それとそれに付随しまして、右端のほうから４行目になりますけども、４列目になりま

すけども、合計欄につきましても数字がここの部分変わりますので、ちょっと今から読み

上げますので、訂正をお願いしたいと思います。合計欄の本年度分だけですけども、６２

６４７となっていると思いますけども、ここの部分、６２７５５、右１つ飛びまして、右

の△４３６８となっていると思いますけども、これが△４２６０、そして下のほう、一番

下の行になりますけれども、ここが同じく本年度分が８３３４６２となっていると思いま

すけども、これを８３３５７０、そして１つ飛びまして右側の部分が△２４８１９となっ

ていると思いますけども、これが△２４７１１と訂正をよろしくお願いしたいと思います。

申し訳ございませんでした。 

 以上です。 

○議長（橋本憲治君） 以上をもって、議案第７号から議案第１２号までの各案に対する

提案理由の説明が終了いたしました。 

 

    ◎会議時間の延長 

○議長（橋本憲治君） お諮りいたします。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長したいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（橋本憲治君） 異議なしと認めます。 

 よって、会議時間を延長する件は可決されました。 

 本日の会議時間をあらかじめ延長したいと思います。 

 

    ◎議案第１３号、議案第１６号、議案第１７号、議案第１８号 

○議長（橋本憲治君） 次に、日程第１９、議案第１３号、日程第２０、議案第１６号、

日程第２１、議案第１７号、日程第２２、議案第１８号を議題といたします。 

 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第１３号 社会教育委員の定数及び任期等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についての提案理由の説明を求めます。 

 社会教育課長。 

○社会教育課長（上野敏夫君） それでは、議案書の７８ページをお開きください。 

 議案第１３号 社会教育委員の定数及び任期等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、提案説明をさせていただきます。 

 社会教育委員の定数及び任期等に関する条例（昭和２４年条例第２２号）の一部を改正

する条例を次のように制定するものであります。 

 これの条例改正につきましては、平成２５年６月１４日に公布された「地域の自主性及

び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成２５

年法律第４４号）」により社会教育法の一部が改正され、社会教育委員の委嘱の基準につき

ましては、これまで社会教育法で定められておりましたが、今回の改正により市町村の条

例で定めることになりました。 
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 その委嘱の基準につきましては、文部科学省令で定める基準を参酌、つまり参考とする

ことから、新たに付け加える項目、そして、この機会に文言を整理するものでございます。 

 記以下につきまして、７９ページの新旧対照表で説明させていただきますと題名を訓子

府町社会教育委員に関する条例とし、第１条として、社会教育法（昭和２４年法律第２０

７号）第１５条第１項の規定に基づき、社会教育委員（以下「委員」という）を置くを新

たに設け、さらには第２条の２項として、委員の基準を付け加えるものでございます。 

 ７８ページに戻りまして、附則としまして、この条例は、平成２６年４月１日から施行

するものでございます。 

 以上、社会教育委員の定数及び任期等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て、提案説明いたしましたので、ご審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上げま

す。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１６号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一

部変更についての提案理由の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（伊田 彰君） 議案第１６号について、ご説明したいと思います。議案

書８５ページをお開きください。 

 議案第１６号 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更について。 

 訓子府町過疎地域自立促進市町村計画の一部を次のように変更しようとするものでござ

います。 

 今回の変更につきましては、平成２２年９月の第３回定例町議会において、ご決定いた

だいております「訓子府町過疎地域自立促進市町村計画」、いわゆる「過疎計画」の本文を

別紙の表のとおり変更する必要があるため、説明文にありますように、過疎地域自立促進

特別措置法の規定に基づき、議会の決定を経て変更しようとするものでございます。 

 変更内容についてでございますが、議案書の８６ページから９１ページで変更箇所を下

線でお示ししています。左側が変更前、右側が変更後となってございます。 

 まず、８６ページについては、「産業の振興」区分で農業基盤整備事業等の事業内容が確

定したことによる追加及び事業名称の変更と道営訓子府西３１号線地区農地整備事業（保

全対策型）を追加しています。 

 また、共同利用模範牧場整備の事業量と事業名の変更を掲載してございます。 

 続きまして、開いていただきまして８７ページ、林業の区分でございます。林業につき

ましては、事業量の変更、あわせて経営近代化施設においては、事業名称の変更、事業内

容の追加、観光又はレクリエーション区分におきましては、レク公園の運動広場整備事業

を追加してございます。 

 続いて８８ページ、上段の過疎地域自立促進特別事業、これは過疎ソフト区分で、自然

エネルギー利用事業を追加してございます。 

 続いて、下段になりますが、交通体系の整備、情報化及び地域間交流の促進の区分にお

きましては、市町村道の市街地内町道整備事業で末広団地東１丁目線、末広団地南３条線

を含むということと、若葉北３条線、浅野団地線、南２線を掲載し、交通安全指導車の更

新、８９ページ、次のページにまたがりますが、各種のシステム更新、導入事業等を追加

してございます。 
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 また、機械等におきましては、除雪用タイヤショベルをはじめとした除雪用車両購入や

公用車の更新、防災施設等の整備事業を追加してございます。 

 続いて、３の生活環境の整備におきましては、消防庁舎の施設改修、町営住宅、町有住

宅、公営住宅の改修、整備を掲載いたしまして、その他において、公園トイレの自動ドア

取り換え、バッテリーカー購入、河川改修整備事業を追加してございます。 

 続いて、９０ページ、４の中段になります。 

 高齢者等の保健及び福祉の向上及び増進の区分でございます。特別養護老人ホームの建

物維持補修及び増改築を掲載し、その他では、システム機器更新、屋外ゲートボール場整

備を追加してございます。 

 下段の６の教育の振興部分でございますが、各施設の備品購入を掲載するとともに施設

改修、修繕事業を追加してございます。 

 開いていただきまして、９１ページ、８の集落の整備の部分でございます。 

 過疎自立促進特別事業に日ノ出地区ふれあいセンターの暖房器等更新、末広地域集会所

の屋根塗装を追加してございます。 

 なお、過疎地域自立促進特別措置法の過疎対策事業債の対象の拡充を含む改正が今国会

で予定されております。まだ内容の詳細については、決定されていないことから、多くの

事業を掲載していることにご理解をいただきたいと思います。 

 なお、ご存じと思いますが、計画に搭載されていない事業につきましては、過疎対策事

業債の対象にならないことになっております。 

 以上、議案第１６号について、ご説明申し上げました。ご審議の上、ご決定いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更

についての提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（森谷清和君） 議案書９２ページをお開き願います。 

 議案第１７号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について、提案理由の説明を

させていただきます。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、北海道市町村

職員退職手当組合規約を次のとおり変更することについて、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 はじめに、下の説明のところをご覧いただきたいと思いますけども、変更の内容としま

しては、上川中部消防組合及び伊達・壮瞥学校給食組合が解散脱退することに伴いまし 

て、規約を変更するため議会の議決を求めるものでございます。 

 それでは、記以下の説明をさせていただきます。 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する規約 

 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を次のように変更するものでございます。 

 改正文につきましては、記載のとおりでございますが、この中で別表とありますが、別

表につきましては、規約の第３条で組合を組織する地方公共団体を規定しております。そ

の団体名を別表に記載しているもので、先ほど申し上げましたとおり上川中部消防組合と

伊達・壮瞥学校給食組合をそれぞれ表から削るものでございます。 



 - 66 - 

 次に、附則をご覧いただきたいと思いますが、この規約につきましては、地方自治法第

２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行することとしております。 

 以上、北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について、提案理由の説明をさせてい

ただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（橋本憲治君） 次に、議案第１８号 北見地域障害程度区分認定等審査会共同設

置規約の変更についての提案理由の説明を求めます。 

 福祉保健課長。 

○福祉保健課長（八鍬光邦君） 議案書９３ページをお開き願います。 

 議案第１８号 北見地域障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変更について、提案

理由の説明をさせていただきます。 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２５２条の７第３項の規定により、北見地域

障害程度区分認定等審査会共同設置規約を次のとおり変更することについて、議会の議決

を求めるものであります。 

 北見市と訓子府町と置戸町の１市２町で共同設置しております北見地域障害程度区分認

定等審査会について、下の説明欄にありますとおり「地域社会における共生の実現に向け

て新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律」の施行に伴 

い、「障害程度区分」という名称が「障害支援区分」に改められることによりまして、規約

を変更するものであります。 

 記以下について、説明させていただきます。 

 北見地域障害程度区分認定等審査会共同設置規約の一部を変更する規約 

 北見地域障害程度区分認定等審査会共同設置規約（平成１８年４月１日施行）の一部を

次のように変更する。 

 まず、題名を「北見地域障害支援区分認定等審査会共同設置規約」に改めるものであり

ます。 

 第２条中「北見地域障害程度区分認定等審査会」を「北見地域障害支援区分認定等審査

会」に改めるものであります。 

 附則としまして、この規約は、平成２６年４月１日から施行するものであります。 

 以上、北見地域障害程度区分認定等審査会共同設置規約の変更について、提案理由の説

明をさせていただきました。 

 ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本憲治君） 以上をもって、議案第１３号、議案第１６号から議案第１８号ま

での各案に対する提案理由の説明が終了いたしました。 

 

    ◎散会の宣告 

○議長（橋本憲治君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

○議長（橋本憲治君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて散会をいたしたいと思います。 
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 ご苦労様でございました。 

 １０日は、町民の皆さんが期待しております一般質問になっておりますので、午前９時

３０分から開会いたしますので、ご参集願いたいと思います。 

 ご苦労様でございました。 

 

 

散会 午後 ４時 ６分 


